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救
急
振
興
財
団
は

設
立
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た

主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
軌
跡
）

平成3年平成4年平成5年 年

月

日

主
な
で
き
ご
と

4
月
23
日

救
急
救
命
士
法
公
布

5
月
15
日

財
団
設
立
許
可（
自
治
大
臣
）

財
団
事
務
局
の
設
置（
東
京
都
千
代
田
区
）

8
月
28
日

救
急
救
命
中
央
研
修
所
の
開
所

（
東
京
都
台
東
区
上
野
）（
定
員
‥
６０
名
）

3
月
22
日

財
団
設
立
発
起
人
会
発
足

注
‥
以
下
、年
表
中
の
財
団
と
は
「
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
」
を
示
す
。

3
月
13
日

救
急
救
命
中
央
研
修
所
第
１
期
生
が
卒
業

4
月
19
日

救
急
救
命
士
国
家
試
験（
第
１
回
）

注
‥
以
降
、毎
年
春
秋
の
２
回
実
施

3
月
24
日

財
団
事
務
局
の
移
転（
八
王
子
市
南
大
沢
）

4
月

東
京
研
修
所
の
養
成
人
員
を
拡
充

（
年
間
養
成
数
‥
４
０
０
名
↓
６
０
０
名
体
制
へ
）

4
月
１
日

救
急
救
命
中
央
研
修
所
を
救
急
救
命
東
京

研
修
所
に
改
称

10
月
1
日

救
急
救
命
東
京
研
修
所
の
移
転
・
開
校

（
八
王
子
市
南
大
沢
）（
年
間
‥
４
０
０
名
養
成
）

9
月
13
日

九
州
研
修
所
の
第
１
期
生
が
卒
業

3
月
28
日

救
急
救
命
九
州
研
修
所
の
開
所

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）（
年
間
‥
４
０
０
名
養
成
）

4
月
1
日

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
拡
大

（
薬
剤
投
与
実
施
）

4
月
〜8

月

薬
剤
投
与
追
加
講
習
の
実
施

（
九
州
研
修
所
。
年
８
０
０
名
。
な
お
、九
州
研
修
所
の
新

規
養
成
課
程
は
年
間
２
０
０
名
に
）

4
月
1
日

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
拡
大

（
除
細
動
関
係
）

7
月
1
日

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
拡
大

（
気
管
挿
管
実
施
）

平成10年 平成7年平成18年 平成15年平成16年

３
月

救
急
救
命
士
国
家
試
験
が
年
１
回
に

（
秋
の
試
験
廃
止
）

平成19年
（予定）

11
月

薬
剤
投
与
追
加
講
習
の
先
行
実
施

（
九
州
研
修
所
・
1
1
0
名
養
成
）

平成17年

救
急
振
興
財
団
は

設
立
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た

6

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
は
、
本
年
５
月

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
は
、
本
年
５
月
15
日

も
っ
て
満

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ご

指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
全
国
の
地
方
自
治
体

と
消
防
機
関
・
関
係
省
庁
・
救
急
医
学
界
・
関
係
諸

団
体
等
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
節
目
と
し
て
、
救
急
業
務
の
充
実
に
寄
せ

こ
れ
を
節
目
と
し
て
、
救
急
業
務
の
充
実
に
寄

る
社
会
の
要
請
に
応
え
て
い
く
た
め
、
更
な
る
努

を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご

導
・
ご
支
援
を
お
願

申
し
上
げ
ま
す
。
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要
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え
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く
た
め
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更
な
る
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力

を
し
て
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り
ま
す
の
で
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係
各
位
の
一
層
の
ご
指

導
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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①救急救命士制度の導入効果の検証
（救命効果検証委員会：平成9～12年度）
・心肺停止傷病者の全国的なウツタイン分析
・救急蘇生指標の作成

②救急搬送における重症度・緊急度判断基準の作成
（平成13～15年度）
③救急隊員用教本、視聴覚ビデオの作成等
（都道府県、消防学校、消防本部へ配布）

④救急業務先進国における救急制度に関する調査研
究
平成3年度から 欧米に延べ21チームを派遣

⑤その他
・救急救命士教育の充実強化等に関する調査研究
・応急処置用救急資器材調査研究
・消防・防災ヘリコプター救急搬送試験事業
・高規格救急自動車の構造等に関する調査検討

平成3年度から毎年実施
消防機関23件、医療機関48件、その他20件、計91件
を助成

平成12年度から毎年実施
消防機関等5件、医療機関等6件、計11件委託実施

①応急手当普及啓発用資器材の寄贈（平成4年度～）
心肺蘇生訓練用人形、AEDトレーナー、応急手当
講習用テキスト等をセットとし、毎年100以上の消
防本部に寄贈

②救急普及啓発広報車の寄贈（平成4年度～）
消防本部に毎年１～３台寄贈

③「救急の日」ポスターの作成配布（平成5年度～）
毎年、消防本部、都道府県、医療機関等に配布

④応急手当普及推進事業（平成12年度～）
毎年全国から20の婦人防火クラブを選定して応急
手当講習会等を実施（日本防火協会へ委託）

平成10年12月創刊以降、毎年5月と11月の年2回発行

①都道府県消防学校等での気管挿管講習に係る支援
事業

②二相性波形除細動器の導入に関する支援事業（消
防本部）

寄附を救急基金として積み立て、その運用益を活用
し、消防本部に応急手当普及啓発用資器材を交付

調査研究事業

救急救命士の養成
財団の救急救命研修所を卒業し、救急救命士の国家試験に合格した者は
11,000人を超え、全国の消防職員の救急救命士の約２／３を占めています。

全国救急隊員シンポジウムの
実施状況

全国救急隊員シンポジウムは、全国の救急隊員等を対象として実務的
視点からの研究発表や意見交換、救急業務に必要な新しい医学的知識の
修得、救急隊員相互の交流の場の提供などを目的に平成4年度から毎年1
回、政令都市等との共催により実施。これまで、14回開催し、延べ参加
人数は約３万５千人を超えています。

平
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８
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成
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20000

研修所卒業生合格者累計数

全国の消防職員関係者の救急救命士累計数
（各年4月1日現在）

第1回（H4年度） 
仙台市

第4回（H7年度）
千葉市

第2回（H5年度）
神戸市

第7回（H10年度）
広島市

第5回（H8年度）
京都市

第3回（H6年度） 
北九州市

第8回（H11年度）
福岡市

第15回（H18年度）
さいたま市

第6回（H9年度）
名古屋市

第10回（H13年度）
大阪市

第9回（H12年度）
東京都

第11回（H14年度）
横浜市

第13回（H16年度）
川崎市

第14回（H17年度）
新潟市

第12回（H15年度）
札幌市

救急救命士国家試験合格者状況普及啓発・広報事業

救急基金事業

救急体制強化事業

調査研究

救急に関する調査研究助成事業

救急救命の高度化の推進に関する調査研究事業

応急手当普及啓発資器材等支援事業

機関誌「救急救命」発行事業
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■
新
北
九
州
空
港
に
お
け
る

応
急
手
当
へ
の
取
り
組
み
■

平
成
一
八
年
三
月
に
開
港
し
た
新
北
九
州
空
港
で

は
、
利
用
客
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
一
環
と
し
て
、
空
港
内
二
箇
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
統
括
管
理
し
て
い
る
株
式
会

社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
、
新
空
港
開
港
に
合

わ
せ
、
自
社
職
員
の
み
な
ら
ず
テ
ナ
ン
ト
従
業
員
に

対
し
、
救
命
講
習
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
現
在
で

も
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
、
新
北
九
州
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
中
央
監
視
室

の
並
木
所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
空
港
と

い
う
と
こ
ろ
は
、
公
共
性
の
高
い
建
物
で
す
の
で
、

せ
っ
か
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
周

り
に
い
る
誰
も
が
使
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
考
え
か
ら
、
テ
ナ
ン
ト
の
従
業
員
を
含
め
て
講

習
を
受
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」
と

言
う
。

講
習
会
に
は
、
毎
回
一
〇
名
程
度
が
参
加
し
、
現

在
三
回
の
講
習
を
終
え
、
四
〇
名
弱
の
職
員
が
修
了

し
て
い
る
。
職
員
の
総
数
は
六
〇
〇
名
ほ
ど
で
あ

り
、
将
来
的
に
は
全
員
の
受
講
を
目
指
し
て
い
る

が
、
テ
ナ
ン
ト
従
業
員
な
ど
は
入
れ
替
わ
り
が
多
い

た
め
、
責
任
者
を
中
心
に
受
講
が
進
ん
で
い
る
。

「
実
際
に
受
講
し
た
職
員
か
ら
は
、「
受
け
て
良

か
っ
た
で
す
。」、「
思
い
出
し
ま
し
た
。」
と
嬉
し
い

感
想
を
聞
く
の
で
、
救
命
講
習
が
終
わ
っ
た
際
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
帰
っ
て
、
受
講
を
勧
め
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
ん
で
す
。」
と
並
木
所

長
は
語
る
。

■
今
後
に
向
け
て
■

新
北
九
州
空
港
開
港
以
来
、
救
急
車
の
要
請
は
六

平
成
一
六
年
七
月
か
ら
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
以
下
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
。）
が
一
般
市
民
に
も
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
多
数
の
公
共
施
設
等
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
平
成
一
八
年
三
月
に
開
港
し
た
新
北
九
州
空
港
に
焦
点
を
当
て
、
新
北
九
州
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

中
央
監
視
室
の
並
木
典
夫
所
長
と
、
空
港
を
管
轄
す
る
北
九
州
市
消
防
局
警
防
部
救
急
課
の
白
石
盛
雄
係
長
に
、

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

救
急
�
パ
ー
ト
１

応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
の
現
状
と
課
題
�

―
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九
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空
港
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応
急
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活
動
―
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件
あ
っ
た
も
の
の
、
幸
い
な
こ
と
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

を
必
要
と
し
た
事
例
は
一
件
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、「
防
災
・
防

犯
の
手
引
き
」
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お

り
、
そ
の
中
に
「
救
急
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
通

報
の
ポ
イ
ン
ト
、
応
急
手
当
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
記

載
し
て
い
る
。ま
た
、本
物
の
航
空
機
を
使
用
し
て
、

消
防
・
医
療
チ
ー
ム
等
と
連
携
し
た
大
規
模
な
訓
練

も
年
一
回
実
施
さ
れ
る
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、「
応
急
手
当
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
が
一
、
大
規
模
な
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
に
、
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
体
制
を

築
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
ト
リ

ア
ー
ジ
の
教
育
も
し
て
い
た
だ
こ
う
か
と
、
消
防
の

方
と
も
話
を
し
て
い
ま
す
。」と
並
木
所
長
は
語
る
。

■
北
九
州
市
消
防
局
に
お
け
る

取
り
組
み
■

新
北
九
州
空
港
を
管
轄
す
る
北
九
州
市
消
防
局
で

は
、「
あ
な
た
は
愛
す
る
人
を
救
え
ま
す
か
」
を
テ

ー
マ
に
、
管
内
人
口
の
二
〇
％
を
目
標
に
、
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

新
空
港
の
開
港
に
あ
た
り
、
北
九
州
市
消
防
局
警

防
部
救
急
課
の
白
石
係
長
は
、「
発
着
便
も
増
え
て
、

国
際
線
も
乗
り
入
れ
る
た
め
、
利
用
客
が
増
加
す
れ

ば
、
応
急
手
当
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
は
常
に
あ
り

得
る
と
い
う
危
機
管
理
意
識
を
も
っ
て
、
定
期
的
に

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。」
と
語
る
。

現
在
、
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
社
の
全
機
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
北
九
州
市
消
防
局
で
は
、
客

室
乗
務
員
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
も
含
め
た
講
習
を

実
施
し
て
い
る
。
今
の
時
代
、
空
港
職
員
に
し
て
み

れ
ば
、
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
当
た
り
前

の
気
運
が
あ
る
と
白
石
係
長
は
言
う
が
、「
実
際
に

機
内
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
も
含
め
た
応
急
手
当
を
施
す

よ
う
な
事
例
に
遭
遇
す
る
頻
度
は
極
め
て
少
な
い
の

で
す
。
し
か
し
、
講
習
の
際
に
は
、「
起
こ
ら
な
い
」

と
い
う
想
定
の
下
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
の
で
は

な
く
、
危
機
管
理
意
識
を
し
っ
か
り
も
っ
て
、
常
に

「
起
こ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
語
る
。

■
北
九
州
市
消
防
局
に
お
け
る

応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
■

北
九
州
市
消
防
局
で
は
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動

に
つ
い
て
、
管
内
人
口
の
二
〇
％
を
目
標
に
、
平
成

六
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
年
間
二
万
人
弱
の
講
習

を
実
施
し
て
い
る
。

北
九
州
市
に
お
け
る
平
成
一
七
年
中
の
全
救
急
出

動
件
数
約
四
万
七
、
〇
〇
〇
件
に
対
し
て
、
一
般
市

民
に
よ
り
処
置
が
施
さ
れ
た
件
数
は
一
、
一
三
七

件
。「
こ
の
中
に
講
習
修
了
者
が
ど
の
程
度
い
る
の

か
は
不
明
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
増
え
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま

す
。」
と
白
石
係
長
は
語
る
。

北
九
州
市
消
防
局
で
は
、
独
自
に
教
材
テ
キ
ス
ト

「
応
急
手
当
の
て
び
き
」
を
作
成
し
、
普
通
救
命
講

習
時
に
無
料
配
付
し
て
い
る
。
特
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
市
民
の
応
急
手
当

に
関
す
る
意
識
が
と
て
も
高
く
な
り
、
講
習
会
の
回

数
も
ず
い
ぶ
ん
増
え
て
き
て
い
る
が
、
指
導
す
る
側

に
と
っ
て
は
、
指
導
者
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
課
題
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
解
決
の
一
方

策
と
し
て
、
北
九
州
市
消
防
局
で
は
、
応
急
手
当
普

及
員
の
資
格
を
有
し
た
「
北
九
州
市
救
命
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
指
導
者
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
ま
さ
に
、「
市
民
参
加
型
」
の
応
急
手
当

普
及
啓
発
活
動
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
は
、
各
学
校
の
教
職
員
二

〜
三
名
程
度
を
応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
養
成
し
、

学
校
で
開
催
す
る
講
習
会
で
は
、
指
導
者
と
し
て
参

加
し
て
も
ら
う
計
画
も
あ
る
そ
う
だ
。

■
お
わ
り
に
■

北
九
州
市
消
防
局
で
は
、
平
成
一
八
年
八
月
、「
日

本
版
救
急
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
「
救
急
需
要
対

策
」
を
テ
ー
マ
に
「
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

特
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
市
民

か
ら
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
た
め
、「
心
肺
蘇
生
法
は
変
更
に
な
り
ま
す
が
、

今
ま
で
覚
え
た
や
り
方
が
決
し
て
間
違
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
、
市
民
の
方
々
に
は
お
伝
え

し
て
い
る
ん
で
す
。」
と
白
石
係
長
は
語
っ
た
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
伴
う
再
教
育
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
変
更
な
ど
、
全
国
の
消
防
本
部
で
も
同
じ

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
各
消
防
本
部
の
創
意
工
夫

に
期
待
し
た
い
。
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■
開
催
ま
で
の
歩
み
■

茨
城
県
東
海
村
消
防
本
部
で
は
、
平
成
一
五
年
よ

り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築

と
、
健
全
な
小
児
救
急
医
療
の
需
要
を
消
防
の
立
場

か
ら
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
子
ど

も
の
救
急
っ
て
ど
ん
な
と
き
？
」
と
題
し
た
講
習
会

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
講
習
会
で
は
、
①
適
切
な

判
断
の
で
き
る
養
育
者
を
増
や
す
こ
と
、
②
救
急
医

療
を
必
要
と
す
る
と
き
に
、
確
実
に
救
急
医
療
に
結

び
つ
く
行
動
が
で
き
る
こ
と
、
③
子
ど
も
の
命
を
守

る
た
め
に
、
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
た
い
と
思
う
動
機

づ
け
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど
ん
な
と
き
？
」
講

習
会
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
東
海

村
消
防
署
の
救
急
救
命
士
で
あ
る
橋
本
明
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
て
み
る
と
、「
東
海
村
消
防
本
部
で
は

近
年
、
乳
幼
児
の
救
急
要
請
が
多
く
な
り
、
総
救
急

出
場
件
数
の
一
〇
〜
一
二
％
が
〇
〜
七
歳
未
満
へ
の

救
急
出
場
と
い
う
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
日
々
の
救

急
活
動
の
な
か
で
、『
ど
う
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
』
と
子
ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
に
対
す
る
不

安
を
訴
え
る
親
や
祖
父
母
か
ら
の
声
を
多
く
聞
き
、

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
々
に
対
す
る
教
育
が
必

要
だ
と
感
じ
、
こ
の
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。」
と
語
る
。

■
関
係
機
関
と
の
連
携
■

東
海
村
が
あ
る
茨
城
県
で
は
、
茨
城
県
小
児
救
急

医
療
協
議
会
が
、「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど
ん
な
と

き
？
―
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
―
」
と
い

う
冊
子
を
発
行
し
て
い
る
。

以
前
か
ら
、
幼
稚
園
の
保
護
者
の
要
望
で
、
手
作

り
の
資
料
を
用
い
て
子
ど
も
の
応
急
手
当
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動
を
年
に
数
回
行
っ
て
い
た
橋
本
さ
ん

は
、
こ
の
冊
子
を
見
て
、「
不
安
を
抱
え
て
ど
う
し

て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
悩
ん
で
い
る
親
の
視
点

に
立
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
冊
子
を
講
習
会
で
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
」
と
考
え
、
県
の
医
療
整

年
々
増
え
続
け
る
救
急
需
要
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
か
、
全
国
的
に
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
訪
れ
た
東
海
村
消
防
本
部
で
は
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
乳
幼
児
へ
の
救
急
出
場
に
対
す
る
方
策
と
し
て
、

平
成
一
五
年
よ
り
「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど
ん
な
と
き
？
」
と
題
し
た
講
習
会
を
実
施
し
、
救
急
出
場
件
数
の
減

少
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

こ
の
興
味
深
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
東
海
村
消
防
署
の
救
急
救
命
士
で
あ
る
橋
本
明
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ

た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
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及
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発
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と
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題
�

―「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど
ん
な
と
き
？
」
講
習
会
―

情報

Topics

文
―
―
編
集
委
員

坂
口

晃

10第１７号救急救命



備
課
に
使
用
許
可
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
消
防
機
関
が

積
極
的
に
普
及
啓
発
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
謝
意
を

表
さ
れ
、
無
料
で
こ
の
冊
子
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
冊
子
を
使
用
し
て
の
初
め
て
の
講
習
会
は
、

村
の
子
育
て
支
援
事
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
現
在
は
様
々
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
開

催
依
頼
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
消
防
本
部
で
は
、
村
内
の
保
育
所
や
幼
稚

園
、
自
治
会
な
ど
向
け
に
、
広
く
広
報
を
実
施
し
て

い
る
。
広
報
に
あ
た
っ
て
は
、
母
親
た
ち
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
堅
苦
し
く
な
い
内
容
を

心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

■
講
習
会
の
内
容
と
工
夫
■

こ
の
講
習
会
で
は
、
統
計
上
救
急
要
請
が
多
か
っ

た
、
①
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
と
き
、
②
頭
を
打
っ

た
と
き
、
③
電
話
で
の
相
談
先
・
病
院
案
内
、
④
救

急
車
を
呼
ぶ
と
き
を
中
心
に
約
一
時
間
の
講
習
を
基

本
と
し
、
心
肺
蘇
生
法
や
異
物
除
去
法
等
の
実
技
を

受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
開
催

時
間
別
に
三
つ
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
講
習
会
終
了
時
に
は
、
毎
回
詳
細
な
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る

か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、「
学
び
た
い
と
思
っ
た
と
き
が
、
身
に

つ
く
と
き
で
す
か
ら
、
効
果
的
で
受
講
者
が
満
足
す

る
講
習
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。」
と
橋
本
さ
ん
は

語
る
。

受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も
を
も
つ
親
で
あ
る

た
め
、
会
場
の
設
営
等
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

る
。「
子
ど
も
を
一
緒
に
連
れ
て
く
る
受
講
者
も
多

い
の
で
、
子
ど
も
を
あ
や
し
な
が
ら
座
っ
て
受
講
で

き
る
よ
う
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
は
使
用
し
な
い
、

子
ど
も
が
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
よ
う
二
五
分
間
で

休
憩
を
入
れ
る
、
会
場
の
隣
に
授
乳
室
を
準
備
す
る

な
ど
、
子
ど
も
連
れ
の
受
講
者
へ
の
配
慮
と
と
も

に
、
万
が
一
子
ど
も
が
暴
れ
て
も
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
床
に
マ
ッ
ト
を
敷
く
な
ど
と
い
っ
た
子
ど
も
へ
の

配
慮
も
し
て
い
ま
す
。」
と
橋
本
さ
ん
は
語
る
。
実

技
中
心
の
講
習
会
で
は
、
子
ど
も
連
れ
の
参
加
者
も

子
ど
も
を
気
に
せ
ず
実
技
を
学
べ
る
よ
う
保
育
サ
ポ

ー
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

■
反
響
・
奏
功
事
例
な
ど
■

実
際
、
積
極
的
に
こ
の
講
習
会
を
実
施
し
て
か

ら
、
平
成
一
六
年
の
統
計
で
は
、
総
救
急
出
場
件
数

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
〇
〜
七
歳
未
満
へ
の
出

場
件
数
は
、
前
年
に
比
べ
て
三
四
・
二
％
も
減
少
し

て
お
り
、
効
果
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
、「
理
解
し
や
す
く
、
参
考
に
な

り
、
楽
し
か
っ
た
。」、「
子
育
て
の
不
安
が
少
し
軽

減
し
た
。」、「
も
っ
と
多
く
の
人
に
受
講
し
て
欲
し

い
。」、「
一
度
だ
け
で
な
く
何
回
も
受
講
し
た
い
。」

と
の
前
向
き
な
意
見
が
聞
か
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の

講
習
会
を
受
講
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
一
九
番
通

報
の
内
容
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。「
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、
ま
ず
は
自
分
自
身
が
慌
て
な
い

で
、
し
っ
か
り
と
状
況
や
普
段
と
の
違
い
を
観
察
し

て
、
次
の
行
動
に
移
る
こ
と
が
重
要
だ
と
受
講
者
に

は
伝
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
通
報
の
内
容
も
、

よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
指
導
内

容
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と

橋
本
さ
ん
は
語
る
。

■
今
後
の
展
望
■

東
海
村
消
防
本
部
で
は
現
在
、
普
及
啓
発
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
小
児
の
救
急
要
請
は
前
述
の
と
お
り

落
ち
着
い
て
き
て
い
る
と
い
う
。
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
、
橋
本
さ
ん
は
、「
講
習
を
必
要
と
し
て
い
る

多
く
の
方
々
に
、
こ
の
よ
う
な
学
び
の
場
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
ま
た
、
講
習
会

へ
の
参
加
者
の
多
く
が
母
親
な
の
で
、
父
親
や
祖
父

母
な
ど
も
参
加
し
や
す
い
講
習
会
を
企
画
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
昔
に
比
べ
る
と
、
核
家
族
化
の
影

響
か
ら
か
、
子
ど
も
に
対
す
る
意
識
が
過
敏
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
こ
の
講
習
を
受
講
し
て
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
語
っ
た
。

■
お
わ
り
に
■

今
回
取
材
し
た
東
海
村
消
防
本
部
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
内
外
の
医
療
機
関
・
保

健
福
祉
機
関
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
小
児
救
急
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

救
急
需
要
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、

今
回
取
材
し
た
東
海
村
消
防
本
部
の
取
り
組
み
は
、

一
つ
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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■
基
礎
医
学
講
座

小
児
外
傷
で
は
、
①
日
射
病
、
熱
射
病
、
②
火
傷
、
熱

傷
、
③
�
水
、
④
頭
部
外
傷
、
⑤
食
中
毒
、
⑥
薬
物
中
毒
、

⑦
誤
飲
、
⑧
咬
傷
、
⑨
一
酸
化
炭
素
中
毒
、
⑩
重
症
脱
水

症
な
ど
が
よ
く
み
ら
れ
、
そ
の
死
亡
率
は
五
％
と
今
な
お

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
歳
以
降
で
の
死
因
は
不
慮
の
事

故
（
交
通
事
故
や
落
下
事
故
に
よ
る
鈍
的
損
傷
）
が
最
も

多
く
、
次
に
多
い
原
因
は
家
庭
で
の
転
落
で
あ
る
。
一
歳

未
満
で
は
窒
息
に
よ
る
死
亡
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
に
�

水
、
火
傷
、
打
撲
な
ど
が
あ
る
。
穿
通
性
外
傷
は
多
く
は

な
い
が
、
暴
力
犯
罪
の
増
加
に
伴
っ
て
増
え
て
き
て
お

り
、
虐
待
な
ど
小
児
へ
の
故
意
的
加
害
は
社
会
問
題
と
し

て
増
え
て
き
て
い
る
。

１

状
況
の
特
徴

�

乳
幼
児
で
は
、
親
や
家
族
が
受
傷
現
場
に
い
る
た

め
に
受
傷
機
転
の
分
か
る
こ
と
が
多
い
が
、
二
歳
以

上
で
は
訴
え
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
受
傷
機
転
や
正
確

な
病
歴
を
聴
取
し
に
く
く
、
さ
ら
に
、
恐
怖
や
心
配

な
ど
に
よ
り
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
受
傷
部
の
圧

痛
や
変
形
な
ど
が
把
握
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、
む
や

み
に
疼
痛
を
与
え
ず
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
え

て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

小
児
の
外
傷
に
は
季
節
的
な
特
徴
も
あ
り
、
交
通

事
故
は
七
、
八
月
の
夏
休
み
に
多
く
、
特
に
午
後
二

〜
六
時
の
間
に
多
い
。
ほ
と
ん
ど
が
歩
行
時
の
道
路

へ
の
飛
び
出
し
、
あ
る
い
は
自
転
車
走
行
中
の
接
触

転
倒
で
、
直
接
的
な
衝
撃
を
受
け
て
重
症
に
な
り
や

す
い
傾
向
が
あ
る
。

�

虐
待
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
虐
待
症
例
は

就
学
前
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
身
体
的
暴
力
、
養

育
義
務
の
怠
慢
な
い
し
拒
否
、
性
的
虐
待
、
心
理
的

虐
待
の
う
ち
身
体
的
な
も
の
が
最
も
多
い
。
親
は
子

供
の
生
命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
だ
け
救
急

車
を
要
請
し
、
虐
待
を
否
定
す
る
た
め
不
慮
の
事
故

か
虐
待
に
よ
る
外
傷
か
の
判
断
は
難
し
い
。
親
の
不

自
然
な
態
度
や
受
傷
機
転
と
現
場
状
況
の
不
一
致
が

虐
待
を
疑
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
救
急
隊
で
な
け
れ

ば
得
ら
れ
な
い
情
報
と
し
て
そ
の
旨
を
搬
送
先
の
医

師
に
通
報
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

�

外
傷
患
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
ス
コ
ア
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
と
Ｒ

Ｔ
Ｓ
）
は
高
度
治
療
の
必
要
な
外
傷
児
を
早
く
見
分

け
、
専
門
的
な
医
療
施
設
へ
の
迅
速
な
搬
送
の
助
け

と
な
る
。
そ
の
使
用
は
決
し
て
簡
単
で
な
い
が
、
ト

リ
ア
ー
ジ
基
準
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
（
表

小
児
の
外
傷
の
特
徴
に
つ
い
て

佐賀大学医学部救急医学
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１
）。

２

受
傷
部
位
の
特
徴

小
児
の
外
傷
に
は
、
受
傷
部
位
に
よ
る
解
剖

学
的
な
特
徴
が
あ
る
。

�

四
肢

小
児
で
は
成
長
し
つ
つ
あ
る
骨
の
特
徴

（
表
２
）
と
し
て
、
骨
端
核
が
骨
化
し
て

お
ら
ず
、
四
肢
や
骨
盤
の
骨
折
が
Ｘ
線
で

不
明
瞭
な
こ
と
が
多
く
、
捻
挫
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
外
傷
で
も
骨
端
線
（
軟
骨
板
）

損
傷
に
よ
る
骨
の
成
長
障
害
や
変
形
が
み

ら
れ
、
成
長
や
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
骨
膜
が
非
常
に
厚
い
た
め
、

骨
皮
質
が
両
側
に
膨
ら
ん
で
軸
転
位
の
な
い
骨
折

（
若
木
骨
折
）
を
呈
す
る
。
学
齢
前
に
は
上
肢
の
骨

折
が
下
肢
に
比
べ
て
数
倍
多
く
、
特
に
前
腕
骨
骨
折

が
多
い
が
、
大
�
骨
骨
折
は
頻
度
の
高
い
骨
折
の
一

つ
で
あ
る
。
靭
帯
損
傷
や
関
節
脱
臼
は
、
肘
内
障
を

除
け
ば
成
長
期
の
小
児
に
非
常
に
少
な
く
、
骨
が
成

長
し
終
わ
っ
た
一
〇
代
後
半
の
小
児
で
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

�

頭
部

頭
部
の
全
身
に
対
す
る
割
合
が
成
人
よ
り
大
き

く
、
不
安
定
で
防
御
行
動
も
不
十
分
な
た
め
に
頭
部

外
傷
の
割
合
は
成
人
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
ま
た
、

交
通
事
故
、
転
落
、
小
児
虐
待
な
ど
で
頭
部
外
傷
を

受
け
や
す
い
こ
と
も
頭
部
外
傷
が
死
因
と
し
て
最
も

多
い
理
由
で
あ
る
。

骨
縫
合
が
未
完
成
で
、
大
泉
門
も
閉
じ
て
お
ら

ず
、
骨
・
硬
膜
・
ク
モ
膜
な
ど
の
支
持
組
織
が
薄
い

た
め
、
直
達
外
傷
を
受
け
た
直
下
に
脳
挫
傷
を
き
た

す
こ
と
が
多
い
。
一
歳
ま
で
は
軽
微
な
外
力
で

bridging
vein

が
破
綻
し
や
す
く
、
急
性
硬
膜
下

血
腫
を
作
り
や
す
い
。
大
泉
門
が
閉
じ
る
一
歳
半
以

後
で
は
、
脳
損
傷
か
ら
び
ま
ん
性
脳
腫
脹
を
き
た
し

や
す
く
、
頭
部
外
傷
の
受
傷
早
期
か
ら
脳
圧
が
亢
進

し
、
受
傷
直
後
の
意
識
障
害
や
痙
攣
は
重
大
な
脳
損

傷
を
疑
わ
せ
る
。

脳
損
傷
の
程
度
は
必
ず
し
も
頭
蓋
骨
骨
折
の
有
無

と
関
係
な
く
、
頭
蓋
骨
骨
折
以
外
に
局
所
神
経
症

状
、
経
過
中
の
意
識
障
害
、
頭
蓋
内
圧
亢
進
症
状
の

� Pediatric Trauma Score（ＰＴＳ）

＋２

＞２０

正常

＞９０

清明

なし

なし

＋１

１０－２０

維持可能

５０－９０

意識異常

小開放創

非開放性骨折

－１

＜１０

維持不能

＜５０

昏睡

大開放創

開放性／多発骨折

ＰＴＳ

体 重（㎏）

気 道

最高血圧（㎜Hg）

意 識 レ ベ ル

皮 膚 損 傷

骨 損 傷

� Revised Trauma Score（ＲＴＳ）

呼 吸 数

１０－２９

＞２９

６－９

１－５

０

最高血圧

＞８９

７６－８９

５０－７５

１－５

０

ＧＣＳ

１３－１５

９－１２

６－８

４－５

３

ＲＴＳ

４

３

２

１

０

分娩時に鎖骨骨折及び上腕骨骨折が多く、
肩関節脱臼や分娩麻痺と誤診される。上
肢、鎖骨や上腕骨部の触診で患児の泣き声
が強くなることで疑う。

交通事故や転落事故などで大きな外力が加
わったときや、代謝疾患による病的骨折や
虐待児でみられる。

小児で最もよく認められる骨折の一つであ
る。

比較的多い小児骨折の一つで、観血的整復
が必要である。

小児が親の回りを回旋したり、急にしゃが
みこんで肘を伸展位でけん引されて突然に
痛みを訴え、上肢をだらっと伸ばしたまま
動かさなくなる。

若木骨折が多い。

大�骨頭・頸部・大転子部が骨幹端と離開
した骨折で、股関節脱臼と誤診されること
が多い。骨折によって骨への栄養血管が断
裂し、無菌性骨壊死や偽関節、骨端線早期
閉鎖、内反股などが合併し、成長上に問題
の最も多い外傷の一つである。

大�骨頭が寛骨臼から脱臼するものもあ
り、予後は悪い。

本骨折の約半数を占め、内反股、骨端線早
期閉鎖や偽関節を発生しやすい。

２番目に多い骨折で、転位のない基部骨折
では予後がよい。

転落や車にひかれて生じ、頻度や合併症が
はるかに少ない。

この骨端線離開の頻度は低い。

分 娩 外 傷

多 発 骨 折

上腕骨顆上骨折

上腕骨外顆骨折

肘 内 障

前腕骨骨幹部骨折

大�骨頸部骨折

＊骨端線離開

＊中間部骨折

＊基 部 骨 折

＊転子間骨折

脛 部 及 び 腓 骨
遠位骨端線離開

表１ トリアージ基準表２ 小児の骨折の特徴
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有
無
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
一
方
、
外

傷
直
後
に
意
識
障
害
を
き
た
さ
な
か
っ
た
後
に
一
過

性
の
神
経
症
状
が
発
現
す
る
こ
と
も
多
く
み
ら
れ

る
。
脳
の
発
育
や
頭
蓋
骨
の
形
成
が
未
熟
で
、
脳
の

外
傷
と
し
て
高
頻
度
に
み
ら
れ
る
病
態
は
特
異
的
な

脳
腫
脹
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
衝
撃
に
よ
る
一
次
損
傷

よ
り
二
次
損
傷
が
成
人
よ
り
大
き
い
こ
と
も
一
つ
の

特
徴
で
あ
る
。

�

胸
部

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い

で
転
落
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
小
児
の
胸
郭
は
著
し

く
弾
力
性
に
富
み
、
外
力
に
よ
る
胸
郭
損
傷
や
胸
腔

内
損
傷
の
発
生
頻
度
は
低
い
。
と
こ
ろ
が
、
縦
隔
も

柔
軟
で
緊
張
性
気
胸
も
き
た
し
や
す
く
、
呼
吸
予
備

能
が
小
さ
い
小
児
で
は
短
時
間
で
重
大
な
結
果
と
な

る
。
肋
骨
骨
折
が
認
め
ら
れ
た
ら
重
症
損
傷
を
疑
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
大
人
に
比
較
し
て
縦

隔
内
臓
器
は
胸
腔
内
を
大
き
く
占
め
、
心
・
大
血
管

の
固
定
性
が
弱
く
、
胸
腔
内
臓
器
損
傷
の
ほ
と
ん
ど

が
肋
骨
骨
折
を
合
併
し
な
い
血
気
胸
、
肺
挫
傷
で
あ

る
。
最
初
は
気
胸
の
所
見
が
明
ら
か
で
な
く
て
も
、

陽
圧
呼
吸
を
始
め
た
直
後
に
緊
張
性
気
胸
を
き
た
す

こ
と
が
あ
る
。

�

腹
部

横
隔
膜
は
平
坦
で
、
肝
臓
や
脾
臓
は
相
対
的
に
大

き
く
、
成
人
の
よ
う
に
下
部
肋
骨
に
完
全
に
覆
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
外
傷
に
よ
る
腹
腔
臓
器
の
損
傷
頻

度
が
高
い
。
肝
臓
は
容
積
が
最
も
大
き
い
実
質
臓
器

で
あ
る
た
め
、
圧
迫
や
減
速
力
に
よ
り
損
傷
を
受
け

や
す
く
、
次
い
で
脾
損
傷
、
腎
損
傷
、
腸
管
損
傷
の

順
に
多
い
。
腹
壁
の
柔
軟
な
小
児
で
は
、
自
転
車
な

ど
の
突
出
し
た
部
位
で
腹
部
を
強
打
す
る
と
、
腸
管

穿
孔
な
ど
の
内
臓
損
傷
（
膵
臓
や
十
二
指
腸
な
ど
後

腹
膜
臓
器
の
損
傷
）
が
生
じ
や
す
く
、
後
日
に
穿
孔

し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
体
表
面
の
創
傷
か
ら
小
さ

い
打
撲
に
み
え
て
も
、
前
方
か
ら
の
外
力
が
深
部
に

直
接
及
び
や
す
く
、
内
臓
損
傷
で
よ
く
誤
診
さ
れ

る
。
重
篤
な
ほ
ど
所
見
が
弱
く
な
り
、
そ
れ
が
致
命

的
に
な
る
の
で
、
少
し
で
も
所
見
が
あ
れ
ば
、
腹
部

外
傷
で
は
腹
腔
臓
器
損
傷
の
可
能
性
を
考
え
て
、
腹

部
膨
満
や
腹
痛
に
つ
い
て
積
極
的
な
検
査
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
状
態
が
安
定
し
て
い
る
場
合
で
も
、
管

腔
臓
器
損
傷
の
可
能
性
は
あ
る
。

�

頸
髄

小
児
に
お
け
る
頸
髄
損
傷
の
頻
度
は
成
人
の
三
分

の
一
〜
四
分
の
一
と
少
な
い
が
、
頭
部
外
傷
に
合
併

す
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
頭
部
Ｘ
線
写
真
で
異
常

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
頸
髄
損
傷
が
六
〇
％
を

占
め
、
疑
わ
し
い
と
き
に
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る

専
門
的
な
検
査
が
必
要
で
あ
る
。

３

症
状
の
特
徴

�

小
児
、
特
に
幼
児
は
自
覚
症
状
を
十
分
に
訴
え
な

い
の
で
、
客
観
的
な
診
察
と
判
断
が
大
切
で
あ
る
。

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
体
表
面
所
見
の
ほ
か
、
活
発

さ
、
元
気
さ
も
重
要
な
所
見
と
な
る
。
年
齢
に
よ
っ

て
異
な
る
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
正
常
値
上
限
（
表

３
）
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
助
け
と
な
る
。
ま
た
、

打
撲
後
の
局
所
の
炎
症
か
ら
二
次
的
な
病
態
が
生
じ

る
た
め
、
急
に
変
化
す
る
症
状
に
継
続
的
な
観
察
が

必
要
で
あ
り
、
貧
血
所
見
は
潜
在
性
の
出
血
を
疑
わ

せ
る
。

�

口
唇
や
爪
の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
胸
郭
運
動
の
異
常
、

努
力
呼
吸
、
皮
下
気
腫
、
呼
吸
音
の
左
右
差
、
湿
性

ラ
音
な
ど
の
所
見
で
、
胸
郭
損
傷
や
肺
病
変
を
疑

う
。
低
酸
素
や
低
血
圧
が
頭
部
外
傷
の
予
後
悪
化
の

重
大
な
因
子
で
あ
る
の
で
、
重
症
頭
部
外
傷
例
で
は

こ
れ
に
陥
ら
な
い
努
力
が
大
切
で
あ
る
。
気
道
確
保

を
行
っ
て
も
鎖
骨
上
窩
、
肋
間
の
吸
気
時
の
陥
没
、

シ
ー
ソ
ー
型
呼
吸
は
、
気
道
狭
窄
や
閉
塞
に
み
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
気
管
内
異
物
、
気
管
・
気
管
支
損

傷
、
緊
張
性
気
胸
、
急
性
胃
拡
張
な
ど
を
疑
う
。
血

圧
が
低
下
し
て
い
て
も
頸
静
脈
怒
張
が
み
ら
れ
る
場

合
は
、
緊
張
性
気
胸
や
急
性
心
タ
ン
ポ
ナ
ー
デ
を
疑

っ
て
緊
急
に
搬
送
す
る
と
よ
い
。

�

頭
部
外
傷
だ
け
で
シ
ョ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
は
少
な

く
、
出
血
源
と
な
る
腹
腔
内
出
血
、
大
�
骨
及
び
骨

盤
骨
折
な
ど
を
疑
う
。
た
だ
し
、
①
頭
蓋
骨
骨
折
に

伴
う
新
生
児
の
多
量
の
耳
出
血
、
②
大
き
な
頭
皮
挫

創
、
③
静
脈
洞
を
横
切
る
開
放
性
頭
蓋
骨
骨
折
、
④

水
頭
症
児
で
は
頭
部
外
傷
の
み
、
⑤
頭
部
の
創
出
血

や
頭
蓋
内
血
腫
の
増
大
で
シ
ョ
ッ
ク
を
き
た
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
外
傷
児
に
は
シ
ョ
ッ
ク
の
早
期
徴
候

（
脈
圧
減
少
、
頻
脈
、
呼
吸
促
迫
）
の
観
察
が
大
切
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で
あ
る
。

�

小
児
で
は
循
環
血
液
量
が
体
重
に
対
し
て
占
め
る

割
合
が
大
き
く
、
成
人
に
比
し
て
予
備
能
が
低
く
、

少
量
の
出
血
で
も
シ
ョ
ッ
ク
に
陥
り
や
す
い
特
徴
が

あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
輸
液
を
開
始
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

４

処
置
に
お
け
る
特
徴

病
院
前
処
置
で
考
慮
す
べ
き
点
と
し
て
、
成
人
と
同
じ

よ
う
に
脊
髄
損
傷
へ
配
慮
し
た
対
応
が
原
則
で
あ
る
。
大

人
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
診
察
が
望
ま
れ
、
ま
ず
Ａ

（
気
道
確
保
）・
Ｂ
（
呼
吸
補
助
）・
Ｃ
（
循
環
維
持
）・
Ｄ

（
神
経
系
の
評
価
）・
Ｅ
（
体
温
の
維
持
）
の
生
理
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
一
次
検
索
と
評
価

（prim
ary
survey

）を
行
い
、

蘇
生
処
置
を
進
め
つ
つ
シ
ョ
ッ

ク
状
態
や
生
命
の
危
機
的
状
態

（
心
肺
停
止
、
大
量
出
血
）
を

脱
し
て
か
ら
正
確
な
受
傷
経

過
、
意
識
レ
ベ
ル
や
四
肢
の
運

動
性
な
ど
を
体
系
的
に
解
剖
学

的
検
索
と
評
価
（secondary

survey

）
を
行
い
、
早
期
輸

液
療
法
の
大
切
さ
と
気
道
確
保

の
難
し
さ
を
熟
知
し
て
迅
速
な

搬
送
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
（
表
４
）。

�

最
初
に
行
う
べ
き
処
置

は
適
切
な
気
道
の
確
保
で
、
口
腔
内
を
吸
引
し
た

り
、
用
手
的
に
頭
部
後
屈
、
下
顎
挙
上
、
開
口
を
行

っ
て
気
道
を
開
放
す
る
。
必
要
に
よ
っ
て
は
直
ち
に

補
助
呼
吸
を
開
始
す
る
。

�

出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
に
陥
り
や
す
い
子
供
で
は
、
長

管
骨
の
骨
髄
腔
へ
の
輸
液
路
確
保
（
骨
髄
穿
刺
針

法
）
が
非
常
に
有
用
な
方
法

で
、
静
脈
路
の
確
保
が
困
難
で

あ
れ
ば
、
骨
髄
輸
液
針
を
用
い

て
リ
ン
ゲ
ル
液
な
ど
で
急
速
輸

液
二
〇
�
／
㎏
を
で
き
る
だ
け

早
く
行
う
（
図
１
）。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
方
法
は
救
急
救
命
士

が
行
え
な
い
処
置
で
あ
り
、
非

常
に
残
念
で
あ
る
。

�

急
速
に
体
温
が
低
下
し
や
す
い
小
児
で
は
、
体
温

の
維
持
に
努
め
る
。

�

頭
部
外
傷
で
は
、
脳
圧
亢
進
に
対
し
て
頭
部
を
二

五
〜
三
〇
度
挙
上
し
て
頸
静
脈
の
還
流
を
促
す
。

Tibial tuberosity

Anterior border

９０°to
medial surface

脛骨中枢側の前面脛骨粗面より２～３㎝遠位側に、１８ヶ月以下で

は１８／２０Ｇ針を、それ以上では１３／１６Ｇ針の骨髄針を使用する。

・車から放出された場合

・子供の３倍以上の高さから転落した場合

・救出に時間を要した場合

・交通事故で死亡者がいる場合

・複数の重篤な外傷

・３つ以上の長管骨骨折

・脊椎骨折ないし背髄損傷

・切断

・重篤な頭部ないし顔面外傷

・貫通性／穿通性頭部、胸部、腹部外傷

受 傷 機 転

外傷の形態

バ イ タ ル サ イ ン

呼 吸 数

４０

３０

２０

最高血圧

８０

９０

１００

脈 拍 数

１６０

１４０

１２０

乳 児

学 童 前

思春期（１０代）

図１ 骨髄穿刺法

表３ 小児の年齢別なバイタルの上限値

表４ 受傷小児の搬送適応
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１

は
じ
め
に

当
財
団
の
新
規
養
成
課
程
は
、
従
来
、
東
京
、
九
州
の

両
研
修
所
に
お
い
て
、
前
期
及
び
後
期
の
二
期
制
で
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら
は
、九
州
研
修
所
に
お
け
る

前
期
の
新
規
養
成
課
程
に
変
え
、
こ
の
間
、
薬
剤
投
与
追

加
講
習
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
前

期
に
当
た
る
期
間
は
、
全
国
の
研
修
生
を
当
研
修
所
が
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
期
の
研
修
生
は
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
の
三
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、平
成
一
八
年
四
月
か
ら
の
新
規
養
成
課
程
は
、

薬
剤
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
）
投
与
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
実
習
に
薬
剤
投
与
に
関
す
る
項
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

薬
剤
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
新
規
養
成
課
程
に
組

み
込
ん
だ
の
は
、
救
急
隊
員
を
対
象
と
す
る
養
成
機
関
で

は
全
国
的
に
も
当
研
修
所
が
最
初
で
あ
り
、そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
研
修
所
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
の
効
果
を

高
め
る
た
め
、
新
た
に
高
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
を
導

入
す
る
な
ど
し
て
、
薬
剤
投
与
に
伴
う
基
本
手
技
、
隊
連

携
を
想
定
し
た
基
本
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
実
習
、
事
例
提
示
に

よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
、
病
院
内
を
想
定
し
た
薬

剤
投
与
実
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２

基
本
想
定
訓
練
に
つ
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
の
集
大
成
で
あ
る
総
合
想
定

訓
練
の
前
に
、
救
急
救
命
処
置
の
基
本
的
な
一
連
の
流
れ

を
確
認
す
る
た
め
、
基
本
想
定
訓
練
を
平
成
一
八
年
七
月

二
五
日
（
火
）
か
ら
二
七
日
（
木
）
ま
で
の
三
日
間
、
当

研
修
所
体
育
館
及
び
実
習
室
内
に
設
置
さ
れ
た
一
〇
会
場

で
行
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
全
員
が
必
ず
一
回
は
救
急
救
命
士
役
と

な
り
、
約
二
五
分
間
の
活
動
時
間
の
中
で
、
四
か
月
間
の

研
修
で
身
に
付
け
た
救
急
救
命
士
と
し
て
の
基
本
手
技
を

他
の
救
急
隊
員
と
協
力
し
、
隊
連
携
を
と
お
し
て
、
ど
の

程
度
習
得
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

訓
練
は
、
呼
吸
困
難
及
び
意
識
障
害
な
ど
の
内
因
性
、

交
通
事
故
及
び
水
難
事
故
な
ど
の
外
因
性
を
含
め
た
数
種

類
の
想
定
で
行
い
ま
し
た
。

普
段
、
現
場
経
験
を
積
ん
で
い
る
救
急
隊
員
と
は
い

え
、
新
た
に
習
得
し
た
救
急
救
命
士
と
し
て
の
手
技
を
、

い
か
に
隊
連
携
の
中
で
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
か
な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う

で
す
。
普
段
の
訓
練
の
中
で
は
、
一
手
技
一
手
技
を
と
て

も
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て
い
た
研
修
生
で
も
基
本
想
定
訓

練
で
は
、
現
場
に
到
着
し
目
の
前
に
倒
れ
て
い
る
傷
病
者

を
見
た
瞬
間
、
緊
張
の
あ
ま
り
隊
員
に
指
示
を
出
せ
な
く

◆
◆
◆

研
修
所
だ
よ
り
◆
◆
◆

基
本
想
定
訓
練
を
終
え
て

救
急
救
命
東
京
研
修
所

助
教
授

荒
井

勲
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な
り
固
ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
救
急
救
命
士
と
し
て
隊
活
動
を
行
っ
て
み
る

と
、
隊
の
活
動
を
把
握
し
な
が
ら
特
定
行
為
を
実
施
す
る

上
で
の
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
点
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
傷
病
者
、
救
急
救
命
士
の
周
り
に
は
関
係
者

役
の
研
修
生
が
野
次
馬
で
大
騒
ぎ
と
い
う
状
況
下
で
、「
気

管
挿
管
実
施
し
ま
す
。
一
次
確
認
、
胃
流
入
音
あ
り
、
胸

部
挙
上
あ
り
。」
と
い
う
想
定
の
中
で
は
、
胃
流
入
音
と

雑
音
と
が
判
別
で
き
ず
戸
惑
っ
て
し
ま
う
研
修
生
や
、
静

脈
路
確
保
に
お
い
て
、
訓
練
中
で
あ
れ
ば
必
ず
穿
刺
す
れ

ば
逆
血
（
バ
ッ
ク
フ
ロ
ー
）
が
確
認
で
き
た
も
の
が
、
想

定
の
中
で
は
逆
血
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の

場
で
穿
刺
不
能
と
判
断
し
、
静
脈
路
確
保
を
断
念
し
て
し

ま
っ
た
研
修
生
、
透
析
を
受
け
て
い
る
傷
病
者
の
両
腕
に

シ
ャ
ン
ト
が
あ
る
と
、
家
族
に
状
況
も
聞
か
ず
穿
刺
困
難

と
判
断
し
諦
め
て
し
ま
う
研
修
生
、
除
細
動
で
は
、「
Ｖ

Ｆ
確
認
、
解
析
」
で
解
析
中
に
バ
ッ
テ
リ
ー
不
足
に
よ
り

充
電
で
き
ず
戸
惑
う
研
修
生
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
授
業
で
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
対

処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
想
定
訓
練
終
了
後
の
検
討
会
で

教
授
及
び
教
官
か
ら
の
厳
し
い
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
る
そ
の
姿
、
真
剣
な
眼
差
し
か
ら
は
、「
二
度
と

こ
の
よ
う
な
失
敗
を
犯
す
も
の
か
、
命
が
か
か
っ
て
い
る

ん
だ
。」
と
い
う
使
命
感
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

当
研
修
所
で
は
、
訓
練
で
生
じ
た
疑
問
点
を
そ
の
ま
ま

と
は
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
現
場
に
即
し
た
形
の
中
で
、
教

授
及
び
教
官
か
ら
の
指
導
、
ま
た
、
研
修
生
同
士
で
の
検

討
を
行
わ
せ
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
場
で
一
つ
ひ
と
つ
の

疑
問
点
を
解
決
さ
せ
る
こ
と
で
、
卒
業
時
に
は
、
即
戦
力

と
し
て
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
救
急
救
命
士
を
育

成
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
自
分
の
中
に
怖
い
と
い
う
気
持
ち

が
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
あ
れ
ば
、
試
合
に
は
勝
て
な
い
。

そ
ん
な
弱
気
な
自
分
に
勝
っ
て
こ
そ
結
果
が
つ
い
て
く

る
。」
と
い
う
よ
う
に
、
現
場
で
活
動
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、自
信
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
し
て
、

現
場
に
即
し
た
訓
練
を
重
ね
る
中
で
、
自
信
は
自
然
に
つ

い
て
く
る
の
で
す
。

「
現
場
一
〇
〇
回
」

救
急
の
現
場
に
同
じ
現
場
が
な
い
よ
う
に
、
一
〇
〇
の

現
場
が
あ
れ
ば
一
〇
〇
通
り
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
即
戦
力
と
な
る
た
め
に
隊
連
携
訓
練
を

と
お
し
て
数
多
く
の
失
敗
を
し
、
立
ち
止
ま
り
、
そ
し
て

考
え
、
必
要
に
よ
り
反
省
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
一
歩
一
歩
確
実
に
前
進
し
て
い
く

の
で
す
。

「
そ
の
場
さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う
考
え
の
活
動
を
し

て
い
る
者
は
、
必
ず
後
で
大
き
な
失
敗
を
起
こ
し
て
し
ま

う
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
小
さ
な
失
敗
が
大
き
な
失
敗
に
、
そ
し

て
、
そ
れ
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
失
敗
へ
と
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

ゆ
え
に
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
に
お
い
て

は
、
恐
れ
ず
数
々
の
失
敗
を
し
て
こ
そ
、
そ
の
失
敗
か
ら

学
ん
だ
経
験
を
、
今
度
は
救
急
隊
を
必
要
と
し
て
い
る
市

民
の
た
め
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

次
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
の
集
大
成
で
あ
る
総

合
想
定
訓
練
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
終
わ
れ
ば
い
よ
い
よ
現
場
へ
と
巣
立
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

当
然
、
現
場
へ
と
巣
立
っ
て
い
く
上
で
は
不
安
は
つ
き

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
巣
立
っ
て
い
く
ま
で
に
少
し
で
も
自
信

を
も
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
こ
の
研
修
所
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
な
の
で
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
総
合
想
定
訓
練
を
見
学
し
て
い

た
だ
き
、
こ
の
使
命
感
に
燃
え
る
救
急
救
命
士
の
卵
た
ち

の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

に
ん
お
も

み
ち
と
お

「
任
重
く
し
て
道
遠
し
」

「
論
語
」
泰
伯
よ
り
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■
連
載
読
み
物

病
人
で
あ
ろ
う
か
。
額
に
白
い
鉢
巻
を
し
め
、
目

を
じ
ー
っ
と
伏
せ
て
休
ん
で
い
る
。
手
前
の
女
性
は

上
掛
け
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
向
か
い
の
女
性

は
心
配
そ
う
に
病
人
に
何
か
話
し
か
け
て
い
る
。
心

を
こ
め
て
病
人
を
看
護
す
る
真
情
が
惻
々
と
伝
わ
っ

て
く
る
。

こ
れ
は
、
江
戸
末
期
、
江
戸
で
開
業
し
て
い
た
医

び
ょ
う
か
こ
こ
ろ
え
ぐ
さ

家
平
野
重
誠
の
著
し
た
『
病
家

須

知
』
八
巻
（
天

保
三
、一
八
三
二
年
）に
載
っ
て
い
る
挿
絵
で
あ
る
。

本
書
は
素
人
向
け
の
家
庭
医
書
で
あ
る
が
、
と
く

に
病
人
の
家
族
の
心
得
を
お
も
に
説
い
た
と
こ
ろ
が

特
色
で
、
い
わ
ば
家
庭
看
護
書
と
い
っ
て
も
い
い
。

第
一
巻
は
養
生
総
論
、
第
二
巻
は
食
養
生
、
第
三

巻
は
小
児
養
育
、
第
四
巻
は
婦
人
養
生
、
第
五
巻
は

伝
染
病
、
第
六
巻
は
中
毒
救
急
、
第
七
、
八
巻
は

と
り
あ
げ
ば
ば
こ
こ
ろ
え
ぐ
さ

「

坐
婆
必
研
」
と
題
し
て
産
科
に
関
す
る
部
分

で
あ
る
。

第
一
巻
は
六
節
か
ら
な
り
、
貝
原
益
軒
の
『
養
生

訓
』
以
来
の
養
生
思
想
に
則
し
た
看
護
論
が
図
解
入

り
で
わ
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

よ
う
じ
ょ
う

こ
こ
ろ
え

第
一
節
の
「
摂
生
の
意
得
を
説
く
」
で
は
、
天

命
を
畏
れ
、
飲
食
・
色
欲
を
慎
む
と
い
う
養
生
の
基

本
を
述
べ
た
あ
と
、
睡
眠
を
と
り
呼
吸
を
調
え
る
こ

と
を
説
い
て
い
る
。
呼
吸
法
は
益
軒
の
丹
田
呼
吸
法

に
彼
自
身
の
工
夫
を
加
味
し
、
腹
式
深
呼
吸
を
し
な

と
な
え

か
ら
だ

な
で
さ
す
る
ほ
う

が
ら
「
歌
を
誦
て
身
体
を
按
摩
法
」
を
図
解
し
て
い

る
。

み
だ
り

も
ち
う

第
二
節
「
妄
に
薬
を
服
べ
か
ら
ざ
る
心
得
を
説

し
ぜ
ん
の
は
た
ら
き

く
」
で
は
、
重
誠
は
「
自
然
作
用
力
」
と
い
う
独
特

の
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
。

え
ら
ぶ

こ
こ
ろ
え

第
三
節
「
医
を
�
べ
き
意
得
を
説
く
」
は
、「
医

よ
し
あ
し

は
や
り
い
し
ゃ

の
巧
拙
」
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
、「
時

医
」

に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
説
い
て
い
る
。

あ
い
た
い

第
四
節
「
医
に
相
対
す
る
心
得
を
説
く
」
で
は
、

医
者
に
か
か
る
と
き
の
患
者
側
の
細
か
い
注
意
を
述

う
つ
る

わ
け

べ
、
第
五
節
「
病
の
伝
染
べ
き
理
を
説
く
」
で
は
病

気
の
伝
染
に
つ
い
て
説
き
、
伝
染
を
恐
れ
て
看
護
を

に
ん
げ
ん

他
人
に
任
せ
た
り
病
床
に
近
づ
か
な
い
の
は
「
人
倫

お
こ
な
い

の
所
行
に
あ
ら
ず
」
と
つ
け
加
え
て
い
る
。

こ
こ
ろ
え

こ
う
し
て
、
最
後
の
第
六
節
「
看
病
人
の
意
得
を

説
く
」
で
「
看
病
」
の
理
念
と
実
践
を
展
開
す
る
。

き
ざ
し

ふ
せ

看
病
は
家
族
の
「
病
の
萠
を
塞
こ
と
」
が
先
決
で
あ

る
と
し
、
看
病
に
は
な
に
よ
り
病
人
の
心
の
ケ
ア
を

第
一
と
し
、
こ
こ
で
「
医
者
三
分
に
看
病
七
分
」
と

い
う
�
を
ひ
い
て
い
る
。

ま
た
第
二
巻
の
食
養
生
の
個
所
で
は
、
食
後
に
は

顔
か
ら
胸
・
腹
を
撫
で
た
あ
と
「
両
大
指
を
以
て

あ
し
う
ら
つ
ち
ふ
ま
ず
の
と
こ
ろ

き
わ
め

な
で
さ
す
る

足
心
湧
泉
穴
を
力
を
極
て
摩
擦
」
と
飲
食
の
消
化

を
た
す
け
る
と
、
こ
れ
も
図
解
入
り
で
解
説
し
て
い

る
。今

も
昔
も
、
病
人
は
う�

つ�

状
態
が
続
け
ば
血
行
は

悪
く
な
り
、
元
気
が
な
く
な
り
、
雑
念
が
起
こ
り
、

眠
り
は
さ
ま
た
げ
ら
れ
、
か
ら
だ
の
機
能
は
ま
す
ま

す
衰
え
、
病
気
は
悪
化
し
て
い
く
。
そ
こ
で
看
病
で

い医
者
三
分
に
看
病
七
分

―
平
野
重
誠『
病
家
須
知
』

の

ち

文

化

史
第
１７
回
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ま
ず
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
病
人
の

環
境
を
整
え
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
病
人

の
居
室
の
通
気
に
気
を
つ
け
、
襖
・
障
子
を
半
開
き

こ
も
り
た
る
き

よ
き
き

に
し
、「
濁

気
」
と
「
清
気
」
と
を
入
れ
換
え
る

よ
う
に
す
る
。

ま
た
看
病
人
は
と
き
ど
き
病
人
の
手
足
に
触
っ
て

寒
い
か
温
か
い
か
を
知
り
、
眠
っ
て
い
る
様
子
を
見

て
衣
類
の
厚
さ
薄
さ
を
考
え
、
口
舌
の
乾
燥
を
見
て

湯
水
を
与
え
た
り
、
痛
い
と
こ
ろ
を
撫
で
さ
す
り
、

食
べ
た
も
の
と
便
の
量
と
を
く
ら
べ
、
便
の
色
、
濁

り
、
臭
気
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

病
人
が
う�

つ�

の
と
き
は
、
病
人
の
心
に
か
な
う
話

を
し
て
や
る
。
病
気
の
話
で
は
な

し
ば
い

く
、
演
劇
や
世
間
の
面
白
い
話
を

し
、
そ
の
合
間
に
聖
賢
の
話
を
し

て
天
や
人
を
恨
む
気
持
ち
を
病
人

に
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

と
き
ど
き
交
代
し
て
休
息
し
、
緊

急
の
時
に
備
え
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
「
病
者
の
た
め
に
は
そ
の

つ
い
え

費
用
を
惜
し
む
べ
か
ら
ず
」
と
説

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
ま
ご
ま
と
看
病

の
や
り
方
を
説
い
て
い
る
が
、
看

病
の
根
本
は
こ
う
し
た
病
人
へ
の

細
か
い
気
配
り
で
あ
り
、
そ
れ
は

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
挿
絵
の
左
側

に
見
え
る
奇
妙
な
装
置
は
な
ん
で

あ
ろ
う
か
？

じ
つ
は
、
こ
れ
は

平
野
重
誠
が
考
案
し
た
安
眠
装
置

で
あ
る
。

人
は
十
分
な
睡
眠
に
よ
っ
て

た
ま
し
い
ふ
た
た
び

か
ら
だ
さ
わ
や
か

「
精
神

再

力
を
得
」、「
身
体
爽
快
に
な
る
」か
ら
、

病
気
も
自
然
と
起
こ
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
不
眠
が
続

く
と
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
起
こ
す
。
そ
ん
な
と
き
近

ね
む
り
ぐ
す
り

ご
ろ
は
や
り
の
「
麻
睡
剤
」（
催
眠
剤
）
な
ど
は
妄

り
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
説
く
。

ね
む
ら
せ
る
し
ゅ
だ
ん

そ
こ
で
、「
催
眠
活
用
の
一
法
」
と
し
て
試
作
し

た
方
法
は
、
小
桶
な
ど
に
水
を
は
り
、
桶
の
栓
口
か

ら
「
ぽ
た
り
�
�
」
と
水
を
た
ら
し
、
そ
の
水
音
を

病
人
に
数
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
す
る
と
病

人
は
雑
念
が
消
え
て
穏
や
か
に
眠
り
に
つ
く
こ
と
が

で
き
る
。

こ
れ
は
、
最
近
は
や
っ
て
い
る
睡
眠
用
の
Ｃ
Ｄ
と

し
て
売
ら
れ
て
い
る
「
せ
せ
ら
ぎ
の
音
」
と
か
「
波

の
音
」
の
江
戸
版
と
い
っ
て
い
い
。

Ｃ
Ｄ
界
に
は「
ヒ
ー
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」（
癒

し
の
音
楽
）
と
い
う
分
野
が
あ
る
が
、
い
ち
ば
ん
良

く
売
れ
て
い
る
の
は
睡
眠
用
Ｃ
Ｄ
で
あ
る
と
い
う
。

平
野
重
誠
が
こ
う
し
た
工
夫
を
わ
ざ
わ
ざ
図
解
し

て
ま
で
説
い
て
い
る
の
は
、
病
人
に
と
っ
て
も
っ
と

も
大
切
な
の
は
心
の
ケ
ア
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
念
と
実
践
法
は
江
戸
も
現
代

も
本
質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
り
な
い
の
で
あ
る
。

�
で
は
別
に「
一
に
看
病
、
二
に
薬
」と
も
い
う
。

病
気
に
は
治
療
や
薬
よ
り
も
看
護
や
介
護
、
つ
ま
り

ケ
ア
の
ほ
う
が
よ
り
大
事
だ
と
い
う
戒
め
。
そ
し
て

慢
性
病
で
あ
れ
救
急
で
あ
れ
、
と
り
わ
け
大
事
な
の

は
心
の
ケ
ア
で
あ
る
。

江
戸
の
�
と
工
夫
は
今
も
生
き
て
い
る
。

平野重誠『病家須知』（江戸末期）より
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今
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
目
を
向
け
て
み
て

も
、
世
の
中
で
は
事
件
や
事
故
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
我
々
の
日
常
生
活

に
直
接
的
に
関
係
し
て
く
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
間
接
的
に

関
係
し
て
く
る
も
の
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
て
こ

な
い
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
人
々
は
そ
の
よ
う
な
ニ

ュ
ー
ス
（
情
報
と
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）
を

ど
の
よ
う
な
手
段
で
入
手
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
現
在

で
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
更
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
週
刊
誌
や
月
刊
誌
な
ど
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
（
情
報
）

供
給
媒
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
テ
レ
ビ
を
通
し

て
ニ
ュ
ー
ス
を
入
手
す
る
人
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
新
聞

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
皆
さ
ん
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
や
新
聞
を
見
て
い

ま
す
か
？

見
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
つ
で
す
か
？

そ

れ
と
も
複
数
で
す
か
？

時
代
を
反
映
し
て
か
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
は
暗
い
も
の

が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
幼
い
子
供
が
命
を
奪
わ
れ

る
、
相
変
わ
ら
ず
な
く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡

事
故
と
い
う
名
の
殺
人
、
動
機
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
殺

人
事
件
、
子
供
が
自
分
の
親
を
手
に
か
け
る
な
ど
な
ど
…

書
い
て
い
る
だ
け
で
気
が
滅
入
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

事
件
の
内
容
が
悲
惨
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
話
題
性
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ

り
頻
回
に
取
り
上
げ
ら
れ
我
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま

す
。で

は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
情
報
は
す
べ
て
正

し
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？

何
で
も
良
い
の
で
す
が
、
世
間
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う

な
殺
人
事
件
が
仮
に
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
報
道
が

な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
事
件
の
大
ま
か
な
内
容

を
中
心
に
被
害
者
の
こ
と
な
ど
が
報
道
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
や
が
て
、
時
間
が
経
ち
事
件
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な

る
に
つ
れ
、
残
さ
れ
た
家
族
の
無
念
さ
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
被
害
者
本
人
の
過
去
の
こ
と
を
は
じ
め
家
族
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
ま
で
報
道
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
容
疑
者
が
判
明
す
れ
ば
、
日
ご
ろ
の
言

動
は
お
ろ
か
子
供
の
こ
ろ
の
卒
業
文
集
の
内
容
ま
で
公
開

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
と
き
報
道
媒
体
は

す
べ
て
同
じ
形
態
で
報
道
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
あ

る
媒
体
は
被
害
者
の
こ
と
を
中
心
に
、
ま
た
あ
る
媒
体
は

残
さ
れ
た
家
族
が
い
か
に
悲
し
ん
で
い
る
か
を
、
事
件
が

起
き
た
背
景
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
言
及
す
る
媒
体
も
あ

れ
ば
、「
加
害
者
の
日
常
か
ら
と
て
も
そ
ん
な
こ
と
を
す

る
と
は
思
え
な
い
。
き
っ
と
何
か
事
情
が
あ
る
に
違
い
な

い
…
。」
な
ど
と
加
害
者
側
に
立
っ
た
報
道
を
す
る
媒
体

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

記
事
を
作
成
す
る
の
は
人
間
で
す
か
ら
、
新
聞
で
あ
れ

ば
記
者
の
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
あ
れ
ば
記
者
の

み
な
ら
ず
キ
ャ
ス
タ
ー
の
意
見
や
感
情
が
入
る
で
し
ょ
う

し
、
商
業
的
見
地
か
ら
い
え
ば
、
限
ら
れ
た
紙
面
や
放
送

時
間
の
中
で
購
読
者
や
視
聴
者
を
よ
り
多
く
獲
得
す
る
た

め
に
刺
激
的
で
情
報
の
受
け
手
の
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な

内
容
と
な
る
で
し
ょ
う
。
本
来
、
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
こ
に
は
被
害
者
と
加
害
者
が
い
る
と
い
う
事
実

学
問
の
ス
ス
メ
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以
外
に
は
な
に
も
の
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
の

提
供
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
そ
の
姿

を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
我
々
が
見
聞
き
す
る
情
報
に
は
伝
達
さ

れ
る
際
に
核
と
な
る
部
分
に
肉
付
け
さ
れ
、
や
が
て
は
本

来
の
姿
が
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
逆
に
情
報
が
膨
大
で
あ
る
場
合
は
、
限
ら
れ
た

制
約
の
中
で
伝
え
る
た
め
に
最
重
要
な
部
分
だ
け
を
抜
き

出
し
、
詳
細
に
伝
え
る
た
め
に
は
必
要
な
の
か
も
し
れ
な

い
部
分
で
も
重
要
度
が
低
い
と
思
わ
れ
る
部
分
か
ら
順
に

削
除
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

エ
ル
ス
タ
で
は
へ
る
す
出
版
の
『
改
訂
第
６
版

救
急

救
命
士
標
準
テ
キ
ス
ト
』
を
主
な
教
科
書
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
の
他
の
救
急
救
命
士
養
成
所
や

専
門
学
校
等
で
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
標
準
テ
キ
ス
ト
を
ひ
も
と
い
て
い
く
と
大
き
く
三

編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
基
礎
分
野
で
あ
り
、

次
に
専
門
基
礎
分
野
、
そ
し
て
専
門
分
野
で
す
。
こ
の
専

門
基
礎
分
野
は
我
々
医
師
で
い
う
と
こ
ろ
の
基
礎
医
学

に
、
専
門
分
野
は
臨
床
医
学
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

私
の
本
棚
に
『
分
担
解
剖
学
』
と
『
現
代
の
生
理
学
』

と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
解
剖
と
生
理
の
分
野

で
は
代
表
的
な
本
で
あ
り
、
日
本
の
医
師
な
ら
ば
一
度
は

目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
ぐ
ら
い
有
名
な
本
で
す
。初
版
は『
分
担
解
剖
学
』

が
昭
和
二
五
年
、『
現
代
の
生
理
学
』が
昭
和
五
七
年
で
、

改
訂
を
繰
り
返
し
な
が
ら
現
在
も
医
学
生
に
教
科
書
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
こ
れ
ら
を
購
入
し
た
の
は

学
生
時
代
で
す
の
で
も
う
二
〇
年
も
前
に
な
り
ま
す
が
、

『
分
担
解
剖
学
』
は
三
冊
に
分
か
れ
て
お
り
総
頁
数
一
、

三
八
八
頁
、『
現
代
の
生
理
学
』
は
総
頁
数
一
、
〇
〇
七

頁
で
す
。

そ
れ
で
は
標
準
テ
キ
ス
ト
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

解
剖
、
生
理
と
明
確
に
分
け
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
該

当
す
る
部
分
は
、「
人
体
の
構
造
と
機
能
」
の
一
二
頁
か

ら
九
〇
頁
ま
で
と
「
代
謝
障
害
」
の
な
か
の
「
水
電
解
質

異
常
」
以
下
の
一
〇
七
頁
か
ら
一
一
〇
頁
ま
で
が
こ
れ
に

相
当
す
る
と
思
い
ま
す
。

医
学
は
解
剖
学
と
生
理
学
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基

礎
医
学
で
あ
れ
ば
そ
の
他
に
生
化
学
、薬
理
学
、病
理
学
、

衛
生
学
、
微
生
物
学
な
ど
、
臨
床
医
学
で
は
救
急
医
学
は

当
然
の
こ
と
、
外
科
学
、
内
科
学
、
小
児
科
学
、
産
婦
人

科
学
な
ど
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

数
百
頁
の
医
学
書
が
存
在
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

内
容
は
標
準
テ
キ
ス
ト
の
中
に
多
か
れ
少
な
か
れ
網
羅
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
体
は
、
い
ま
だ
に
未
知
の
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
解
明
さ
れ
て
い
る
の
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
解
明
さ
れ
た
部
分
の
情
報
量

が
膨
大
で
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
れ
を
制
約
さ
れ
た
紙

面
の
中
で
伝
え
る
と
き
に
は
、
著
者
に
よ
り
情
報
の
取
捨

選
択
が
な
さ
れ
、
最
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
は
詳
細
に
活

字
と
し
て
残
り
、
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
簡

単
な
表
現
方
法
と
な
り
、
そ
し
て
あ
ま
り
重
要
で
な
い
と

思
わ
れ
る
箇
所
は
削
除
さ
れ
、
文
中
に
隠
れ
る
こ
と
に
な

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
肉
付
け
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
核
心
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
こ
と
や
、
逆
に
制
約

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
物
事
が
簡
素
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
は
、
な
に
も
報
道
の
世
界
や
医
学
書
の
中
だ
け
で
は
な

く
、
我
々
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
い
た
る
と
こ
ろ
に
存

在
す
る
と
思
い
ま
す
。
活
字
と
な
っ
た
も
の
や
テ
レ
ビ
の

画
面
か
ら
流
れ
て
く
る
も
の
な
ど
の
よ
う
に
、
目
に
見
え

る
も
の
、
耳
に
入
っ
て
く
る
も
の
は
す
べ
て
間
違
い
が
な

く
正
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
認

め
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
医
学
書
に
嘘
が
書

か
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
全
く
新
し
い

知
見
が
得
ら
れ
た
り
、
新
し
い
解
釈
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以

前
の
情
報
が
結
果
的
に
誤
っ
た
情
報
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
十
分
に
あ
り
得
ま
す
。

医
学
を
勉
強
す
る
際
に
重
要
な
の
は
常
に
「
な
ぜ
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
ち
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
疑
問
を
持
つ
姿
勢
は
そ
の
ま
ま
医
療
に
直
結
し

ま
す
。

目
の
前
の
患
者
さ
ん
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？こ

の
疑
問
は
ど
う
す
れ
ば
合
理
的
に
説
明
で
き
る
だ
ろ

う
？そ

れ
こ
そ
ま
さ
に
学
問
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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集団指導 
７３.１％ 

個人指導 
２１.１％ 

集団と個人指導５.８％ 

は
じ
め
に

救
急
医
療
に
お
い
て
、
重
症
救
急
患
者
の
救
命
率
の
向

上
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
な
か
で
も
わ
が
国
の
院
外
心

肺
停
止
の
救
命
率
は
、
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
依
然
低
い

状
態
に
あ
る
�
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
有
無
が
救
命
率
へ
の
大
き
な
影
響
要
因
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
へ
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
普
及
・
啓
発
は
プ

レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

Ａ
Ｈ
Ａ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
〇
に
お
い
て
は
、
一

般
市
民
の
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
と
と
も
に
、
院
外
心
肺
停

止
の
ハ
イ
リ
ス
ク
集
団
と
し
て
心
疾
患
患
者
の
家
族
を
標

的
集
団
と
し
た
教
育
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
�
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
近
年
の
院
外
心
肺
停
止
患
者
に
占

め
る
心
原
性
疾
患
の
割
合
の
増
加
に
伴
い
、
循
環
器
疾
患

を
有
す
る
心
肺
停
止
の
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
や
そ
の
家
族
に

焦
点
を
あ
て
た
心
肺
蘇
生
教
育
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
�
。
し
か
し
、
全
国
的
に
こ
う
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
患

者
・
家
族
へ
の
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
が
ど
の
程
度
、
ど
の

よ
う
な
形
式
で
実
施
さ
れ
、
ど
う
い
う
成
果
を
得
て
い
る

か
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
本
調
査
は
心
肺
停
止
の

ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
で
あ
る
循
環
器
疾
患
患
者
・
家
族
を
対

象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
・
普
及
に
関
す
る
取
り
組

み
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

方

法

１

調
査
期
間：

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
〜
一
二
月

２

調
査
対
象：

国
内
の
循
環
器
科
及
び
内
科
を
有
す
る

三
〇
〇
床
以
上
の
全
病
院
一
、
二
四
八
施
設
と
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
全
一
六
九
施
設
の
看
護
管
理
者
。

３

調
査
方
法
と
内
容：

上
記
の
対
象
に
郵
送
質
問
紙
調

査
を
実
施
し
た
。調
査
内
容
は
、①
医
療
施
設
の
概
要
、

調
査
対
象
者
（
看
護
管
理
者
）
の
背
景
、
②
循
環
器
疾

患
患
者
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
指

導
・
普
及
の
実
態
、
③
循
環
器
疾
患
患
者
及
び
そ
の
家

族
に
か
か
わ
る
医
師
・
看
護
師
の
心
肺
蘇
生
法
指
導
・

普
及
に
対
す
る
意
識
と
し
た
。

な
お
、
研
究
の
趣
旨
、
回
答
者
や
回
答
施
設
の
匿
名
性

の
維
持
、
結
果
の
公
表
等
に
つ
い
て
文
書
で
説
明
し
、
返

送
を
も
っ
て
研
究
へ
の
同
意
と
し
た
。
デ
ー
タ
はSP

SS
11.0
J

を
使
用
し
分
析
を
実
施
し
た
。

結

果
六
六
四
施
設
か
ら
返
送
が
あ
り
、
回
収
率
は
四
六
・
九

％
、
有
効
回
答
率
八
一
・
六
％
で
あ
っ
た
。
回
答
者
の
勤

務
場
所
は
、
循
環
器
科
五
九
％
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
一

五
％
で
あ
っ
た
。回
答
者
の
職
位
は
、看
護
師
長
八
六
％
、

主
任
看
護
師
七
％
で
あ
っ
た
。

心
肺
蘇
生
法
指
導
を
実
施
し
て
い
る
施
設
は
五
二
施
設

（
九
・
六
％
）
で
、
実
施
し
て
い
な
い
施
設
は
四
九
〇
施

設
（
九
〇
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
実
施
し
て
い
な
い
四
九

〇
施
設
の
う
ち
、
以
前
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
指
導
を
実
施
し
て

い
た
施
設
が
九
施
設
あ
っ
た
。
指
導
形
態
は
、
集
団
指
導

を
実
施
し
て
い
る
施
設
が
三
八
施
設
（
七
三
・
一
％
）
と

多
く
、個
人
指
導
を
実
施
し
て
い
る
施
設
は
一
一
施
設（
二

一
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。
集
団
指
導
及
び
個
人
指
導
を
と

も
に
実
施
し
て
い
る
施
設
も
三
施
設
（
五
・
八
％
）
あ
っ

た
（
図
１
）。

１

集
団
指
導
実
施
群

①

講
習
会
を
実
施

し
て
い
る
中
心
と

な
る
診
療
科
は
、

救
急
が
一
七
施
設

（
四
〇
・
五
％
）、

循
環
器
が
一
四
施

設（
三
三
・
三
％
）、

そ
の
他
が
九
施
設

（
二
一
・
四
％
）、

複
合
が
二
施
設

（
四
・
八
％
）
で

あ
っ
た
。

②

指
導
内
容
は
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
が
三
九
施
設
（
九
五
・
一

％
）
と
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
呼
吸

・
脈
拍
・
意
識
の
見
方
三
二
施
設
（
七
八
・
〇
％
）、

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
講
義
二
五
施
設
（
五
九
・
五
％
）、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
一
九
施
設
（
四
六
・
三
％
）
の
順
で
あ
っ

た
。

③

講
習
会
は
二
八
施
設
（
七
一
・
八
％
）
で
定
期
的
に

行
わ
れ
て
い
た
。
一
回
の
講
習
会
に
か
か
る
時
間
は
、

六
〇
―
九
〇
分
が
最
も
多
く
一
七
施
設
（
三
八
・
六

％
）
で
あ
っ
た
。
実
施
場
所
は
病
棟
二
一
・
四
％
、
外

来
七
・
一
％
、
そ
の
他
が
七
一
・
四
％
で
あ
っ
た
。
募

集
方
法
は
、
広
報
誌
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
院
内
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
医
療
者
が
心

臓
病
教
室
・
患
者
の
家
族
な
ど
に
直
接
声
を
掛
け
る
、

個
室
テ
レ
ビ
の
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
で
あ
っ
た
。

④

講
習
会
の
企
画
・
運
営
の
中
心
は
、
看
護
師
四
八
・

七
％
、
医
師
一
七
・
九
％
、
救
急
救
命
士
二
・
六
％
、

そ
の
他
七
・
七
％
、複
合
加
入（
医
師
及
び
看
護
師
等
）

が
二
三
・
一
％
で
あ
っ
た
（
図
２
）。
ま
た
、
講
習
会

の
き
っ
か
け
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
要
望
二
九
・

五
％
、
病
院
経
営
者
（
責
任
者
）
か
ら
の
要
望
が
一
八

・
二
％
を
占
め
て
い
た
。

⑤

講
習
会
の
集
団
指
導
の
効
果
と
し
て
、
対
象
者
の
知

識
・
技
術
の
向
上
は
八
二
・
五
％
、
不
安
の
軽
減
で
は

救
急
に
関
す
る

調
査
研
究
助
成
事
業
完
了
報
告

図１ 実施群の指導形態（ｎ＝５２）

院
外
心
肺
停
止
の
ハ
イ
リ
ス
ク

患
者
・
家
族
を
対
象
と
し
た
心

肺
蘇
生
法（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）の
指
導

の
実
態
・
普
及
に
関
す
る
実
態

調
査

吉
永
喜
久
恵

神
戸
市
看
護
大
学
教
授
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看護師 
４８.７％ 

医師 
１７.９％ 

救急救命士 
２.６％ 

その他７.７％ 

複合２３.１％ 

時 間 

指 導 員 

予 算 

場 所 

物 品 

指導員知識 

対 象 者 

そ の 他 
0 5 10 15 20 25 30

６４.９％ 

６４.９％ 

２９.７％ 

２１.６％ 

１８.９％ 

１０.８％ 

８.１％ 

８.１％ 

２４人 

２４人 

１１人 

８人 

７人 

４人 

３人 

３人 

施設数 

（n＝３７ 複数回等） 

八
二
・
五
％
の
施
設
が
「
思
う
」、「
や
や
思
う
」
と
回

答
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
施
設
が
今
後
も
指
導
の
必
要

性
を
感
じ
る
と
回
答
し
た
。

⑥

講
習
会
の
実
施
・
運
営
上
の
問
題
点
は
、
時
間
の
確

保
及
び
指
導
員
の
確
保
が
六
四
・
九
％
と
最
も
多
く
、

予
算
二
九
・
七
％
、
場
所
確
保
二
一
・
六
％
、
物
品
確

保
一
八
・
九
％
と
続
き
、
指
導
員
知
識
一
〇
・
八
％
、

対
象
者
数
八
・
一
％
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
図
３
）。

２

個
人
指
導
実
施
群

①

個
人
指
導
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
一
施
設
を
除
き
、
医
療

者
の
個
々
の
判
断
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
た
。
判
断
の

実
施
者
は
、医
師
三
五
・
七
％
、看
護
師
一
四
・
三
％
、

医
師
及
び
看
護
師
五
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
集
団

指
導
と
異
な
り
、
医
師
が
判
断
し
て
い
る
施
設
が
多
か

っ
た
。
対
象
者
は
Ａ
Ｍ
Ｉ
な
ど
の
心
肺
停
止
の
リ
ス
ク

が
大
き
い
と
予
測
さ
れ
る
患
者
の
家
族
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ

が
実
施
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
家
族
で
あ
る
。

ま
た
、
講
習
会
の
指
導
も
医
師
、
看
護
師
と
も
に
六
〇

％
で
、
医
師
の
み
が
指
導
し
て
い
る
施
設
も
あ
っ
た
。

②

指
導
内
容
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
が
八
六

・
七
％
、
呼
吸
・
脈
拍
・
意
識
の
見
方
が
八
〇
・
〇

％
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
四
六
・
七
％
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
講

義
四
〇
・
〇
％
の
順
で
あ
っ
た
。

③

実
施
場
所
は
、
集
団
指
導
と
異
な
り
九
三
・
三
％
が

病
棟
で
行
わ
れ
て
い
た
。

④

講
習
会
の
実
施
・
運
営
上
の
問
題
点
は
、
時
間
の
確

保
が
八
四
・
九
％
と
最
も
多
く
、
場
所
確
保
四
六
・
二

％
、
対
象
者
の
関
心
が
三
八
・
五
％
、
指
導
員
知
識
三

〇
・
八
％
、
物
品
確
保
と
そ
の
他
が
一
五
・
四
％
と
な

っ
て
い
る
。

⑤

講
習
会
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
指
導
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
と
指
導
で
き
る
環
境
整
備
、
家
族
が
反

復
練
習
で
き
る
機
会
の
提
供
、
定
期
的
に
講
義
の
時
間

を
設
定
し
、
複
数
の
対
象
者
が
自
由
に
参
加
で
き
る
集

団
指
導
方
法
を
考
え
る
な
ど
で
あ
っ
た
。

３

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
未
実
施
群

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
講
習
会
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
未
実
施

施
設
で
七
一
・
八
％
で
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
が
、
二

五
・
五
％
が
指
導
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
と
回
答

し
て
い
た
。
未
実
施
理
由
と
し
て
六
三
・
五
％
の
施
設

で
実
施
上
の
問
題
を
挙
げ
て
い
た
。
講
習
会
の
実
施
運

営
上
の
問
題
と
し
て
は
、
四
三
・
七
％
が
指
導
員
の
確

保
を
、
四
二
・
二
％
が
時
間
の
確
保
を
挙
げ
て
い
た
。

ま
た
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
対
象

者
が
少
な
く
高
齢
者
が
多
い
、
必
要
性
を
あ
ま
り
考
え

た
こ
と
が
な
か
っ

た
、
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ

Ｒ
講
習
会
の
受
講

率
が
高
く
、
病
院

で
行
う
必
要
は
な

い
等
で
あ
っ
た
。

今
後
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
指

導
の
企
画
に
つ
い

て
は
、
予
定
あ
り

が
一
一
％
、
予
定

な
し
が
八
一
％
で

あ
っ
た
。

考

察
循
環
器
疾
患
患
者
の
家
族
を
中
心
と
す
る
心
肺
蘇
生
法

の
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
は
一
割
弱
で
あ
り
、
多

く
の
施
設
で
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
指
導
実
施
施
設
は
少
数
で
あ
る
と
い
え
る
。
指

導
実
施
施
設
で
は
、
企
画
・
運
営
・
指
導
の
中
心
的
役
割

を
看
護
師
が
担
っ
て
お
り
、
対
象
者
の
知
識
・
技
術
の
向

上
や
不
安
の
軽
減
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
実
施
に
至
ら
な
い
理
由
と

し
て
は
、
指
導
員
や
時
間
の
確
保
と
い
っ
た
指
導
体
制
上

の
資
源
の
問
題
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
指

導
員
と
時
間
の
確
保
は
指
導
実
施
施
設
で
も
問
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
指
導
員
や
時
間
確
保

の
た
め
の
体
制
整
備
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
た
。
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１

担
架
開
発
の
経
緯
及
び
内
容

救
急
車
に
装
備
さ
れ
て
い
る
搬
送
用
資
器
材
の
代
表
格

は
、
車
輪
に
よ
る
移
動
機
能
と
多
彩
な
体
位
管
理
機
能
を

備
え
た
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
、
現
在
の
主
流
は
エ

ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
型
と
ス
カ
ッ
ド
メ
イ
ト
型
の
二
種
類

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
欧
米
で
開
発
さ
れ
た
モ

デ
ル
で
あ
り
、
造
り
の
大
き
い
欧
米
の
住
宅
内
で
あ
れ
ば

自
由
に
移
動
で
き
る
も
の
の
、
日
本
の
住
宅
で
は
、
玄
関

に
入
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た

め
日
本
で
は
、
居
室
に
い
る
傷
病
者
を
救
急
車
内
に
搬
送

す
る
の
に
、
ポ
ー
タ
ー
マ
ッ
ト
、
タ
ー
ポ
リ
ン
担
架
、
平

担
架
な
ど
の
搬
送
補
助
資
器
材
が
併
用
さ
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。

救
急
活
動
の
う
ち
、
急
病
は
そ
の
約
六
割
を
占
め
、
そ

の
大
半
が
住
宅
内
で
発
生
し
て
い
る
の
で
、
日
本
の
救
急

車
の
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
上
に
は
、
必
ず
な
に
が
し

か
の
搬
送
補
助
資
器
材
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

外
傷
傷
病
者
に
対
す
る
頸
椎
保
護
の
重
要
性
へ
の
認
識
も

高
ま
り
、
全
身
固
定
用
資
器
材
と
し
て
、
ス
ク
ー
プ
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
に
加
え
て
ロ
ン
グ
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
積
載
す

る
救
急
車
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

搬
送
補
助
資
器
材
や
全
身
固
定
用
資
器
材
は
、
そ
れ
ぞ

れ
長
所
と
短
所
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
ポ
ー
タ

ー
マ
ッ
ト
や
タ
ー
ポ
リ
ン
担
架
は
柔
軟
な
材
質
の
た
め
、

体
位
管
理
が
し
に
く
く
、
傷
病
者
を
搬
送
す
る
た
め
に
は

最
低
三
名
が
必
要
で
あ
る
。
平
担
架
は
二
名
で
傷
病
者
を

搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

の
多
彩
な
体
位
管
理
機
能
を
ス
ポ
イ
ル
し
て
し
ま
う
。
ス

ク
ー
プ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、
硬
い
素

材
の
た
め
に
、
疾
病
に
よ
る
傷
病
者
を
搬
送
す
る
に
は
適

し
て
な
く
、
か
つ
、
体
位
管
理
機
能
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

資
器
材
は
、ど
れ
も
一
長
一
短
が
あ
っ
て
、そ
れ
ゆ
え
に
、

す
べ
て
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
狭
い
救
急
車
内
を
多

く
の
搬
送
補
助
資
器
材
や
全
身
固
定
用
資
器
材
が
占
領
し

て
い
る
。

そ
こ
で
、
住
宅
内
か
ら
救
急
車
ま
で
の
傷
病
者
搬
送
に

適
し
、
か
つ
、
ス
ク
ー
プ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
バ
ッ
ク
ボ

ー
ド
の
全
脊
柱
固
定
機
能
を
備
え
、
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
体
位
管
理
機
能
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
こ
と

の
な
い
多
機
能
担
架
を
製
作
し
た
。

具
体
的
に
は
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
ま
で
の
傷
病
者

搬
送
に
は
傷
病
者
が
楽
な
体
位
を
と
れ
、
し
か
も
隊
員
二

名
で
搬
送
が
可
能
な
平
担
架
と
い
う
形
式
を
基
本
と
し
全

脊
柱
固
定
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
の

四
箇
所
に
屈
折
機
能
を
持
た
せ
、
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
の
多
彩
な
体
位
変
換
機
能
を
生
か
せ
る
構
造
と
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
プ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
「
分
割
し
て
傷

病
者
を
す
く
い
上
げ
、
分
割
し
て
傷
病
者
を
降
ろ
す
機

能
」
を
付
加
し
た
。

２

開
発
し
た
担
架

�

各
部
の
名
称
（
図
１
）

�

仕
様

全
長
…
…
一
、
九
〇
〇
�

重
量
…
…
八
・
六
㎏

幅
…
…
…
…
…
四
四
〇
㎜

最
大
荷
重
…
…
二
八
〇
㎏
※

厚
さ
…
…
四
〇
㎜

※
各
部
の
強
度
計
算
及
び
試
験
に
よ
る
数
値

�

担
架
の
構
造
（
図
２
）

メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
は
ア
ル
ミ
パ
イ
プ
で
あ
る
。
ア
ル

ミ
パ
イ
プ
に
⑦
腰

部
屈
折
継
手
と
⑧

膝
部
屈
折
継
手
を

接
続
し
、
担
架
を

左
右
に
分
割
す
る

⑥
分
割
継
手
（
頭

側
）
と
⑤
分
割
継

手（
足
側
）を
接
続

し
た
も
の
が
フ
レ

ー
ム
と
な
る
。

⑦
腰
部
屈
折
継

手
は
、
水
平
状
態

で
の
ロ
ッ
ク
に
加

え
て
、
②
頭
部
・

体
幹
プ
レ
ー
ト
の

起
き
上
が
り
側
四

五
度
と
九
〇
度
の
合
計
三
段
階
で
固
定
が
で
き
る
。
ま

た
、
完
全
フ
リ
ー
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
⑧
膝
部
屈

折
継
手
は
水
平
状
態
で
の
ロ
ッ
ク
に
加
え
て
、
④
下
肢

プ
レ
ー
ト
の
引
き
下
げ
側
四
五
度
と
九
〇
度
の
合
計
三

段
階
で
固
定
が
で
き
る
。
ま
た
、
完
全
フ
リ
ー
と
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

救
急
に
関
す
る

調
査
研
究
助
成
事
業
完
了
報
告

① メインフレーム
② 頭部・体幹プレート
③ 腰部・臀部プレート
④ 下肢プレート
⑤ 分割継手（足側）
⑥ 分割継手（頭側）
⑦ 腰部屈折継手
⑧ 膝部屈折継手
⑨ 傷病者固定ベルト（３本）
⑩ ベルト固定用Ｄ環

図１ 担架全景

ポ
ー
タ
ー
マ
ッ
ト
・
タ
ー
ポ
リ

ン
担
架
・
平
担
架
・
ス
ク
ー
プ
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
・
バ
ッ
ク
ボ
ー

ド
の
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
多
機

能
担
架
の
開
発

沢
田
直
司

所
沢
市
消
防
本
部
中
央
消
防
署

救
急
隊
長

図２ 担架の構造

ベルト固定用Ｄ環（計８個）
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⑥
分
割
継
手
（
頭
側
）
と

⑤
分
割
継
手
（
足
側
）
に
よ

り
左
右
に
分
割
で
き
る
。

傷
病
者
を
固
定
す
る
ベ
ル

ト
は
三
本
装
着
し
て
あ
り
、

固
定
用
の
Ｄ
環
は
、
体
幹
に

五
箇
所
、腰
部
に
二
箇
所
、下

肢
に
一
箇
所
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
傷
病
者
の
体
型
に
合

わ
せ
た
ベ
ル
ト
位
置
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

傷
病
者
を
乗
せ
る
部
分
は
、
②
頭
部
・
体
幹
プ
レ
ー

ト
、
③
腰
部
・
臀
部
プ
レ
ー
ト
、
④
下
肢
プ
レ
ー
ト
の

三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
各
プ
レ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
左

右
一
対
あ
る
。
軽
量
化
の
た
め
に
プ
レ
ー
ト
に
は
円
形

の
肉
抜
き
を
施
し
た
（
図
３
）。

プ
レ
ー
ト
は
ア
ル
ミ
製
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ー
ト

は
、
上
下
二
枚
の
ア
ル
ミ
プ
レ
ー
ト
か
ら
な
る
。
フ
レ

ー
ム
を
上
下
に
挟
む
形
で
リ
ベ
ッ
ト
で
固
定
し
、
中
心

側
は
溶
接
し
て
あ
る
。
プ
レ
ー
ト
は
中
心
方
向
に
向
か

っ
て
低
く
な
る
よ
う
に
傾
斜
が
つ
い
て
い
る
。

プ
レ
ー
ト
の
上
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
・
耐
水
性
に
優

れ
た
一
〇
㎜
厚
の
硬
質
ス
ポ
ン
ジ
を
貼
っ
て
仕
上
げ

た
。

３

使
用
方
法
（
図
４
）

４

試
用
結
果

傷
病
者
三
〇
名
に
使
用
し
た
結
果
と
救
急
隊
員
か
ら
の

評
価
を
示
す
（
表
１
）。

５

考

察

試
用
結
果
そ
し
て
評
価
か
ら
、
開
発
し
た
担
架
は
、
搬

送
補
助
資
器
材
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
全

身
固
定
用
資
器
材
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
平
担
架

形
式
に
よ
り
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
ま
で
の
傷
病
者
搬

送
は
傷
病
者
が
楽
な
体
位
を
と
れ
、
し
か
も
隊
員
二
名
で

搬
送
が
可
能
で
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
体
位
管
理
機

能
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
こ
と
が
な
い
。

硬
質
ス
ポ
ン
ジ
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
傷
病
者
に
苦

痛
を
与
え
る
こ
と
な
く
搬
送
が
で
き
、
し
か
も
分
割
機
能

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
傷
病
者
を
診
察
台
に
移
動
す
る

際
も
安
定
し
た
移
動
が
で
き
る
。

ま
た
、
様
々
な
搬
送
補
助
資
器
材
、
そ
し
て
全
身
固
定

用
資
器
材
を
選
択
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
担
架
で
す
べ
て

の
救
急
現
場
に
対
応
で
き
る
と
思
わ
れ
た
。

６

お
わ
り
に

日
本
の
救
急
現
場
を
考
え
合
わ
せ
て
開
発
し
た
こ
の
担

架
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
活
動
は
よ
り
安
全
で

ス
ム
ー
ス
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

救
急
現
場
で
の
実
用
を
目
指
し
て
、
さ
ら
に
改
良
を
重

ね
た
い
。

評価

良

１ 安静にしなければならない傷病者を診察台に移す際、
分割機能は有効かつスムースに収容できる。（１２人）

２ 平担架での使用は安定感がある。（６人）
３ ログロールにて移乗は良好であった。
４ メインストレッチャーの体位変換機能に即している。
５ 傷病者の寝る部分がスポンジなので保温性があって良
い。

要改善

１ 平担架の状態で持ち上げる時、フレームに指が入れづ
らい。（２人）

２ 角度調整、ロック、フリー操作がしづらい。（２人）
３ 重さを感じる。
４ ストレッチャーを把持するところが頭部と足部のみで
あるので増やす必要がある。

５ ベルトを掛けるＤ環を増やす必要がある。

結 果

急病 １７件 転院搬送 ５件
一般負傷 ４件 交通事故 ２件
火災 １件 自損行為 １件

男性 １３人 女性 １７人

４０～４９㎏ ８人 ５０～５９㎏ ６人
６０～６９㎏ ９人 ７０～７９㎏ ５人
８０～８９㎏ ２人

１５０～１５９㎝１２人 １６０～１６９㎝１３
人 １７０～１７９㎝ ５人

平担架 １９件 バックボード １件
ポーターマット ２件
メインストレッチャー上での体位
変換（半座位 ４件 座位 ４件）

適切 ２６人 おおむね適切 １人
やや適切 ３人 不適切 ０人

項 目

事 故 種 別

性 別

体重（推定）

身長（推定）

使 用 内 容

適 切 度

図３ プレートの構造

� メインストレッチャーの体位管理機能にも対応

開発した担架の分割機能を使用すると、傷病者に苦痛
を与えることなく診察台に収容できる。また、看護師や
救急隊の負担が軽減される。

� バックボードとしての
使用

� スクープストレッチャ
ーとしての使用

� ポーターマット・ター
ポリン担架としての使用

� 傷病者を診察台に収容
・現在の状況
搬送補助資器材などを使

用すると看護師が診察台に
乗り、傷病者の抱き上げに
よる収容が多くみられる。
この方法だと傷病者に苦

痛を与えるばかりか、看護
師や救急隊にも負担がかか
る。

表１ 試用結果

� 平担架としての使用

� 全脊柱固定

図４ 使用方法
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は
じ
め
に

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
検
証
作
業
を
適
切

に
行
う
た
め
に
は
、
病
院
前
救
護
活
動
記
録
に
あ
る
項
目

だ
け
で
な
く
重
症
度
な
ど
の
医
学
的
な
項
目
を
含
め
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
必
要
が
あ
る
。

目

的
病
院
前
救
護
活
動
記
録
と
入
院
後
経
過
記
録
を
関
連
づ

け
た
包
括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
。
蓄
積
し

た
デ
ー
タ
を
基
に
検
証
作
業
を
適
切
に
行
う
た
め
の
臨
床

指
標
を
発
見
す
る
こ
と
。

対

象
平
成
一
三
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
一
〇
月
三
一

日
ま
で
の
間
に
現
場
か
ら
直
接
当
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ

た
鈍
的
外
傷
患
者
を
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、
統
計
学
的

検
討
に
必
要
な
項
目
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
症
例
、
現
場

で
心
肺
停
止
の
症
例
を
除
外
し
た
。

方

法

１

包
括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

従
来
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
存
在
す
る
患
者
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
病
院
前
救
護
活
動
記
録
の
項
目
を
加
え
て
包
括
的
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
。
項
目
数
は
一
〇
七
項
目
で
、

そ
の
う
ち
二
三
項
目
が
病
院
前
の
情
報
で
あ
る
。
包
括
的

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
院
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
（L

ocal
A
rea

N
et-

w
ork

）
上
に
あ
る
サ
ー
バ
ー
に
設
置
す
る
。
さ
ら
に
高

速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
設
置
し
、
場
所
を
選
ぶ
こ
と
な
く
デ
ー

タ
登
録
及
び
閲
覧
を
可
能
に
す
る
。

２

臨
床
指
標
の
検
討

本
研
究
で
は
地
域
に
よ
ら
ず
ど
こ
で
も
採
用
で
き
る
普

遍
的
な
指
標
（
以
下
、
絶
対
的
臨
床
指
標
）
を
発
見
す
る

た
め
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
う
。
ま
た
、
消

防
機
関
間
の
病
院
前
救
護
活
動
の
差
を
基
に
し
た
指
標

（
以
下
、
相
対
的
臨
床
指
標
）
を
発
見
す
る
た
め
に
各
消

防
機
関
の
病
院
前
救
護
活
動
実
施
状
況
を
比
較
す
る
。

�

絶
対
的
臨
床
指
標
の
検
討

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
に
よ
り
検
討
す
る
。
目
的

変
数
と
し
て
来
院
時
の
Ｒ
Ｔ
Ｓ
（R

evised
T
raum

a
Score

）が
病
院
前
の
Ｒ
Ｔ
Ｓ
と
比
較
し
て
低
下
し
て
い
る

こ
と
を
採
用
す
る
。
Ｒ
Ｔ
Ｓ
は
外
傷
患
者
の
生
理
学
的
重

症
度
指
標
の
一
つ
で
、
そ
の
値
が
小
さ
い
ほ
ど
重
症
で
あ

る
。
来
院
時
の
Ｒ
Ｔ
Ｓ
が
病
院
前
の
Ｒ
Ｔ
Ｓ
よ
り
小
さ
け

れ
ば
、
病
院
前
の
期
間
に
お
い
て
生
理
学
的
に
重
症
化
し

た
こ
と
に
な
る
。説
明
変
数
に
は
一
一
項
目
を
採
用
し
た
。

�

相
対
的
臨
床
指
標
の
検
討

対
象
患
者
の
な
か
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
近
隣
の
九
消
防
機

関
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
患
者
を
対
象
に
、
患
者
の
背
景
因

子
、
重
症
度
、
病
院
前
救
護
活
動
を
比
較
検
討
す
る
。

�

統
計
学
的
検
討

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
結
果
は
各
変
数
の
オ
ッ

ズ
比
、
オ
ッ
ズ
比
の
九
五
％
信
頼
区
間
、
有
意
確
率
で
表

す
。
消
防
機
関
間
の
比
較
は
数
値
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は

K
ruskal

W
allis

検
定
を
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
カ
イ
二
乗
検
定
を
用
い
る
。

結

果

１

包
括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

図
１
に
、
構
築
し
た
包
括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
成
図
を
示
す
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
備
え
た
携
帯
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
患
者
来
院
時
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

デ
ー
タ
を
登
録
で
き
た
。

２

臨
床
指
標
の
発
見

調
査
期
間
中
に
当
セ
ン
タ
ー
に
現
場
か
ら
直
接
救
急
隊

に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
鈍
的
外
傷
患
者
数
は
九
〇
〇
例
、
そ

の
う
ち
本
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
患
者
は
五
八
二
例
（
六

四
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。

対
象
患
者
の
背
景
因
子
と
病
院
前
救
護
活
動
の
各
種
指

標
を
表
１
に
示
す
。
数
値
デ
ー
タ
は
平
均
±
標
準
偏
差
で

カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
デ
ー
タ
は
度
数
（
百
分
率
）
で
表
す
。

�

絶
対
的
臨
床
指
標
の
検
討
結
果

表
２
に
来
院
時
Ｒ
Ｔ
Ｓ
が
現
場
Ｒ
Ｔ
Ｓ
と
比
較
し
て
低

下
し
て
い
る
こ
と
を
目
的
変
数
に
し
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
帰
分
析
の
結
果
を
示
す
。
分
析
の
結
果
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
、
頸

椎
カ
ラ
ー
装
着
、
酸
素
投
与
、
特
定
の
消
防
機
関
に
よ
る

搬
送
は
Ｒ
Ｔ
Ｓ
が
低
下
す
る
確
率
（
以
下
、
Ｒ
Ｔ
Ｓ
重
症

化
確
率
）
に
有
意
に
関
連
が
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
高
く
な

る
、
又
は
酸
素
投
与
を
す
る
と
Ｒ
Ｔ
Ｓ
重
症
化
確
率
は
高

く
な
り
、
頸
椎
カ
ラ
ー
を
装
着
、
又
は
消
防
機
関
７
に
よ

り
搬
送
さ
れ
る
と
Ｒ
Ｔ
Ｓ
重
症
化
確
率
が
低
く
な
っ
た
。

�

相
対
的
臨
床
指
標
の
検
討
結
果

表
３
に
消
防
機
関
間
の
患
者
の
背
景
因
子
、
重
症
度
、

病
院
前
救
護
活
動
の
比
較
検
討
結
果
を
示
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ

（Injury
Severity

Score

）、
総
活
動
時
間
、
現
場
活
動

時
間
、
救
急
救
命
士
同
乗
、
頸
椎
カ
ラ
ー
装
着
、
酸
素
投

与
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
使
用
に
有
意
差
を
認
め
た
。

考

察
病
院
前
救
護
活
動
の
評
価
を
行
う
た
め
に
は
、
病
院
前

救
護
活
動
だ
け
で
な
く
診
療
録
か
ら
得
ら
れ
る
重
症
度
な

ど
の
医
学
的
情
報
を
含
ん
だ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

て
、
蓄
積
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本

研
究
は
こ
の
よ
う
な
必
要
性
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え

る
。本

研
究
で
構
築
し
た
包
括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
当
セ

ン
タ
ー
既
存
の
患
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
病
院
前
救
護
活
動

記
録
の
項
目
を
加
え
て
作
成
さ
れ
た
。
包
括
的
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
に
は
特
に
大
き
な
問
題
が
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
そ
の
運
用
に
は
、
デ
ー
タ
の
安
全
性
を
い
か

に
保
つ
か
、
デ
ー
タ
登
録
者
の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
二

つ
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
今
後
検
討
が

必
要
で
あ
っ
た
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
結
果
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
高
い

救
急
に
関
す
る

調
査
研
究
助
成
事
業
完
了
報
告

病
院
前
救
護
活
動
記
録
と
入
院

後
経
過
記
録
を
関
連
づ
け
た
包

括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
と

検
証
作
業
を
適
切
に
行
う
た
め

の
臨
床
指
標
の
研
究

東
平
日
出
夫

永
寿
会
福
島
病
院

26第１７号救急救命



こ
と
、
酸
素
投
与
を
し
て
い
る
こ
と
が
Ｒ
Ｔ
Ｓ
重
症
化
確

率
を
上
げ
、
頸
椎
カ
ラ
ー
を
装
着
し
て
い
る
こ
と
が
Ｒ
Ｔ

Ｓ
重
症
化
確
率
を
下
げ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
酸
素
投
与

を
し
て
い
る
と
Ｒ
Ｔ
Ｓ
重
症
化
確
率
が
高
く
な
る
と
い
う

結
果
を
得
た
要
因
と
し
て
、
重
症
患
者
の
方
が
軽
症
患
者

と
比
べ
て
有
意
に
高
頻
度
に
酸
素
投
与
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
別
の
検
討
で
分
か
っ
た
。
一
方
、
頸
椎
カ
ラ
ー
装

着
は
軽
症
患
者
と
重
症
患
者
の
間
に
装
着
率
の
差
を
認
め

な
か
っ
た
。
以
上
か
ら
「
酸
素
投
与
を
し
て
い
る
こ
と
」

は
臨
床
指
標
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
が
、「
頸
椎
カ
ラ
ー

を
装
着
し
て
い
る
こ
と
」
は
病
院
前
救
護
活
動
検
証
の
絶

対
的
臨
床
指
標
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

相
対
的
臨
床
指
標
を
見
い
だ
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
因

子
に
つ
い
て
消
防
機
関
間
で
比
較
し
、
い
く
つ
か
の
差
異

を
認
め
た
。
差
異
の
あ
っ
た
項
目
が
相
対
的
臨
床
指
標
で

あ
り
、
各
消
防
機
関
に
お
い
て
改
善
を
要
す
る
項
目
で
あ

る
。
総
活
動
時
間
は
消
防
機
関
間
で
有
意
な
差
が
あ
っ
た

が
、
当
セ
ン
タ
ー

と
最
も
遠
い
消
防

機
関
の
距
離
は
約

二
〇
㎞
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
差

異
は
や
む
を
得
な

い
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
回
帰
分
析
の

結
果
か
ら
、
総
活

動
時
間
が
Ｒ
Ｔ
Ｓ
重
症
化
確
率
と
有
意
な
関
連
は
無
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
重
症
患
者
は
時
間
を
要

し
て
も
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
病
院
へ
搬
送

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
バ
イ
パ
ス
の
考

え
を
支
持
す
る
結
果
で
あ
っ
た
。

ま
と
め

重
症
度
な
ど
を
含
む
入
院
後
経
過
記
録
と
病
院
前
救
護

活
動
に
関
す
る
情
報
を
統
合
し
た
包
括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
た
。
頸
椎
カ
ラ
ー
を
装
着
し
て
い
る
こ
と
は
、

外
傷
患
者
の
病
院
前
救
護
活
動
の
検
証
作
業
に
お
い
て
統

計
学
的
に
有
意
な
臨
床
指
標
で
あ
っ
た
。
病
院
前
救
護
活

動
の
各
項
目
は
消
防
機
関
間
に
お
い
て
有
意
な
差
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
は
外
傷
症
例
の
デ
ー
タ
を
更
に

蓄
積
す
る
こ
と
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
な
ど
他
の
症
例
の
デ
ー
タ
蓄
積

を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
臨
床
指
標
を
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ｐ値

０．４８０

０．３７５

＜０．００１

０．９２７

０．５８７

０．０８９

０．６４６

０．０１３

０．０４０

０．４４１

０．０５０

０．７８０

０．７５５

０．４５７

０．８５２

０．３８２
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年 齢

Ｉ Ｓ Ｓ

病 院 前 Ｒ Ｔ Ｓ

総 活 動 時 間

現 場 活 動 時 間

救急救命士同乗

頸椎カラー装着

酸 素 投 与

バックボード使用

消 防 機 関
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0.001 vs 3 ; ++ p<0.001 vs 1 ; +++ p<0.001 vs 8
ISS, injury severity score ; RTS,revised trauma score
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４４３（７７．４）

１９２（３３．６）

症 例 数

性 別

男

女

年 齢（歳）

Ｉ Ｓ Ｓ

病 院 前 Ｒ Ｔ Ｓ

総活動時間（分）

現場活動時間（分）

救急救命士同乗

頸椎カラー装着

酸 素 投 与

バックボード使用

５８２

４０５（６９．６）

１７７（３０．４）

４０．１７±２０．２４

１３．５６±１２．０１
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４６（７．９）
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１５０（２５．８）

３２（５．５）

１０１（１７．４）

３５（６．０）

１０（１．７）

数値データは平均±標準偏差で、カテ
ゴリカルデータは度数（百分率）で表
記している。
ISS, injury severity score ;
RTS,revised trauma score
＊消防機関１０の値は搬送患者数が１０に
満たないその他の消防機関を合計し
た数値

症 例 数

性 別

男

女

年 齢（歳）

Ｉ Ｓ Ｓ

病 院 前 Ｒ Ｔ Ｓ

来 院 時 Ｒ Ｔ Ｓ

総活動時間（分）

現場活動時間（分）

救急救命士同乗

頸椎カラー装着

酸 素 投 与

バックボード使用

消 防 機 関

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０＊

表２ ロジスティック回帰分析を用い
た絶対的臨床指標の検討

包括的データベースはＬＡＮ内にあるサーバ上に設置さ
れている。データ登録は優先接続されたコンピューターだ
けでなく、ＷＥＰにより暗号化された無線ＬＡＮを通して
携帯型コンピューターからも登録できる。無線ＬＡＮのア
クセスポイントは病院内各階に複数設置されている。

図１ ネットワーク構成図

表３ 消防機関間における患者背景因子及び病院前救護活動の各種指標の比較

表１ 対象症例の背景因
子及び病院前救護
活動の各種指標の
値及び頻度
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は
じ
め
に

薬
剤
投
与
の
日
本
の
現
状

救
急
救
命
士
法
が
成
立
し
、
こ
れ
ま
で
特
定
行
為
で
あ

っ
た
除
細
動
が
包
括
化
さ
れ
、
気
管
挿
管
が
認
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
六
年
四
月
よ
り
全
国
的
に
救
急
救

命
士
に
よ
る
薬
剤
投
与
が
開
始
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
令
の
改
正
を
う
け
て
二
〇
〇
五
年
よ
り
消

防
大
学
校
、
各
県
消
防
学
校
、
救
急
救
命
士
養
成
校
、
救

急
救
命
士
民
間
養
成
校
に
て
薬
剤
投
与
教
育
が
始
め
ら
れ

て
い
る
。
薬
剤
投
与
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
厚
生
労
働
省

よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
二
二
〇
時
間
の

講
義
及
び
実
習
の
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ

の
追
加
講
習
は
救
急
救
命
士
に
と
っ
て
も
、
消
防
本
部
に

と
っ
て
も
、大
き
な
負
担
と
な
る
。そ
れ
ゆ
え
効
率
の
い
い

講
習
体
制
の
確
立
は
急
務
で
あ
る
。
我
々
は
救
急
振
興
財

団
よ
り
助
成
を
頂
き
、
海
外
の
救
急
救
命
士
に
よ
る
薬
剤

投
与
教
育
の
現
状
を
調
査
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
教
育
体
制
が
必
要
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

１

米
国
に
お
け
る
薬
剤
投
与
教
育
の
調
査

米
国
は
救
急
隊
員
よ
り
上
の
高
度
な
医
療
処
置
を
行
う

資
格
と
し
て
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
制
度
（
Ｅ
Ｍ
Ｔ－

Ｐ
）
を
敷

い
て
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク

に
は
救
急
現
場
で
の
高
度
な
医
療
処
置
と
薬
剤
の
使
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
国
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ー
バ
ー
サ

イ
ト
（
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
こ
と
を
米
国
で
は
こ
の
よ

う
に
呼
ぶ
。）
の
存
在
は
ア
メ
リ
カ
の
病
院
前
の
救
急
医
療

シ
ス
テ
ム
の
優
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
一
方
で
各
州

や
Ｍ
Ｃ
地
域
ご
と
の
幅
広
い
処
置
・
治
療
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
国
全
体
の
統
一
感
が
な
く
欠
点
で
も
あ
る
。
今

後
、
わ
が
国
は
米
国
の
よ
い
と
こ
ろ
を
学
び
つ
つ
も
、
米

国
で
の
欠
点
を
改
善
し
た
わ
が
国
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
章
で
は
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ

ク
の
先
進
国
で
あ
る
米
国
に
お
け
る
救
急
救
命
士
の
教
育

の
現
状
、
教
育
内
容
の
差
異
、
実
技
の
方
法
、
講
義
の
方

法
な
ど
を
検
討
し
、
特
に
病
院
実
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
。

検
討
の
対
象
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市

に
あ
る
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
附
属
ダ
ニ
エ
ル
フ
リ
ー
マ
ン
パ
ラ
メ
デ

ィ
ッ
ク
校
と
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
に
あ
る
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

大
学
の
附
属
機
関
で
あ
るC

enter
for

E
m
ergency

M
edicine

（
以
下
、「
Ｃ
Ｅ
Ｍ
」
と
い
う
。）
と
し
た
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
の
教
育
体
制
を
視
察
す
る
こ
と
で
、
救
急
救

命
士
養
成
課
程
の
問
題
点
を
抽
出
で
き
た
。

①

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
一
九
七
八
年
よ
り
パ
ラ
メ
デ
ィ

ッ
ク
制
度
を
開
始
し
て
い
る
歴
史
の
あ
る
州
で
あ
る
。
こ

れ
以
外
に
は
消
防
組
織
の
育
成
に
よ
る
救
急
隊
員（
Ｅ
Ｍ
Ｔ

－

Ｂ：

ベ
ー
シ
ッ
ク
救
急
隊
員
）、
あ
る
い
は
一
部
の
特
定
行

為
が
可
能
な
準
救
急
救
命
士（
Ｅ
Ｍ
Ｔ－

Ｉ：

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

エ
ー
ト
救
急
隊
員
）の
資
格
取
得
後
に
最
上
級
資
格
と
し
て

救
急
救
命
士（
Ｅ
Ｍ
Ｔ－
Ｐ：
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
救
急
隊
員
）が
位

置
さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
主
体
は
消
防
組
織
あ
る
い
は
民

間
の
養
成
学
校（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
や
専
門
学
校
な
ど
）

で
あ
る
。
救
急
救
命
士
・
救
急
隊
員
の
教
育
時
間
・
内
容
で

あ
る
が
、
民
間
の
学
校
で
八
ヶ
月（
一
、〇
三
二
時
間
）、
消

防
機
関
の
消
防
学
校
で
は
一
〇
ヶ
月
の
研
修
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
内
訳
は
、
四
ヶ
月（
三
二
〇
時
間
）の
座
学
学
習

と
四
ヶ
月
間
の
病
院
実
習（
一
六
〇
時
間
）と
救
急
車
の
乗

車
実
習（
四
八
〇
時
間
）で

あ
る
。

救
急
救
命
士
・
準
救
急

救
命
士（
Ｅ
Ｍ
Ｔ－

Ｐ
・
Ｅ
Ｍ

Ｔ－

Ｉ
）の
処
置
可
能
な
範

囲
は
気
管
挿
管（
生
体
を
含

め
）、
静
脈
路
確
保（
糖
液
・
メ
イ
ロ
ン
・
細
胞
外
液
製
剤
を
含
む
。）

薬
剤
投
与（
モ
ル
ヒ
ネ
と
ジ
ア
ゼ
パ
ム
な
ど
の
薬
を
除
く
三
四
剤

だ
が
、う
ち
Ｅ
Ｍ
Ｔ－

Ｉ
は
昇
圧
作
用
の
あ
る
薬
三
剤
の
み
は
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。）、
モ
ル
ヒ
ネ
あ
る
い
は
麻
酔
系
、
ジ
ア

ゼ
パ
ム
な
ど
の
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
薬
剤
ま
で（
ダ
イ
レ

ク
ト
Ｍ
Ｃ
で
医
師
の
指
示
で
）使
用
可
能
で
あ
る
。
処
置
は
、

一
般
の
応
急
処
置
に
加
え
電
気
的
除
細
動
、
外
科
的
気
道

確
保（
甲
状
輪
状
間
膜
穿
刺
）、
胸
腔
穿
刺
が
可
能
で
あ
る
。

救
急
救
命
士
が
使
用
で
き
る
薬
剤
は
、
心
肺
蘇
生（
Ａ

Ｌ
Ｓ
）に
使
用
す
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ

ウ
ム
、
リ
ド
カ
イ
ン
、
ア
デ
ノ
シ
ン
、
硫
酸
ア
ト
ロ
ピ
ン
、

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
、
狭
心
症
に
対
す
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ

ン
、
喘
息
に
対
す
る
静
脈
製
剤
で
あ
る
ネ
オ
フ
ィ
リ
ン
、

低
血
糖
に
対
す
る
二
〇
％
、
五
〇
％
ブ
ド
ウ
糖
液
、
各
種

シ
ョ
ッ
ク
状
態
な
ど
に
対
す
る
乳
酸
リ
ン
ゲ
ル
液
、
生
食

な
ど
の
各
種
輸
液
製
剤
、ア
ス
ピ
リ
ン
、塩
酸
フ
ェ
ン
ト
ラ

ミ
ン
、昇
圧
剤
で
あ
る
塩
酸
ド
パ
ミ
ン
、利
尿
剤
の
フ
ロ
セ

ミ
ド
、肝
・
膵
障
害
時
の
グ
ル
カ
ゴ
ン
、
気
管
支
喘
息
の

吸
入
剤
な
ど
で
あ
る
。
前
述
し
た
モ
ル
ヒ
ネ
、
ナ
ロ
キ
ソ

ン
、
ジ
ア
ゼ
パ
ム
な
ど
の
鎮
痛
・
鎮
静
の
目
的
で
使
用
さ

れ
る
薬
剤
を
除
き
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
に
よ
る
直
接
指
示
が

な
く
と
も
事
前
の
包
括
指
示
に
よ
り
薬
剤
が
使
用
可
能
で

あ
っ
た
。

②

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
は
古
く
よ
り
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
に
よ

る
救
急
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
教
育
に
関
し
て

は
Ｅ
Ｍ
Ｔ－

Ｂ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
三

五
〇
時
間
の
教
育
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
資
格
を
取
得

し
消
防
組
織
内
で
の
最
低
二
年
の
実
務
経
験
が
な
い
と
パ

ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
課
程
に
は
入
れ
な
い
。
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
附
属
の
Ｃ
Ｅ
Ｍ
及
び

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
研
究
所
の
二
か
所
で
あ
り
、
教
育
期
間
は

一
、
二
〇
〇
時
間
程
度
で
あ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｍ
で
は
主
と
し
て
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
、
医
師（
研

修
医
や
専
門
医
）、
看
護
師
な
ど
の
継
続
的
な
座
学
・
実
技

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
で
は
後
述
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
よ
り
具
体
的
で
あ
り
、
ま

た
実
技（
ス
キ
ル
）と
知
識（
ナ
レ
ッ
ジ
）を

併
せ
て
学
べ
る
体
制
で
あ
っ
た
。
Ｗ
Ｉ

救
急
に
関
す
る

調
査
研
究
助
成
事
業
完
了
報
告

日
米
に
お
け
る

薬
剤
投
与
教
育
体
制
の

差
異
に
つ
い
て
の
研
究

田
中
秀
治
�
、
前
住
智
也
�
、
中
尾
亜
美
�
、

吉
本
恭
子
�
、
高
橋
宏
幸
�
、C

harles
P
ozner

�

�
国
士
舘
大
学
院

救
急
救
命
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

�
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
救
急
医
学
教
授

ロサンゼルス市消
防で使用している
薬剤ボックス
３４種類すべての薬剤がこ
の中に入っている。
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Ｓ
Ｅ
Ｒ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
医
学
教
育
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
コ
ー
ス
数
が
非
常
に
多
い

こ
と
を
含
め
、
す
べ
て
を
参
考
に
し
て
日
本
の
環
境
に
合

わ
せ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
立
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
。

２

Ｃ
Ｅ
Ｍ
に
お
け
る
教
育

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
の
救
急
医
療
の
質
や
搬
送
を
改
善
す

る
た
め
に
、
更
に
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
市
に
教
育
の
資
源

を
集
め
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｍ
は
一
九
七
八
年
に
設
立
さ
れ

た
。
現
在
、
セ
ン
タ
ー
は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ

体
制
に
必
要
と
さ
れ
る
医
学
的
な
教
育
を
供
給
し
て
い

る
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
内
に
お
け
る
救
急
医
療
の
医
学

研
修
施
設
は
、
一
九
八
一
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
地
域
の
消

防
機
関
の
救
急
隊
員
、
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
リ
救
急
シ

ス
テ
ム
で
あ
るST

A
T
M
edE
vac

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ク

ル
ー
を
教
育
し
て
き
た
。

こ
の
Ｃ
Ｅ
Ｍ
と
い
う
教
育
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
全
米
の
な

か
で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
成
功
モ

デ
ル
で
あ
る
と
い
え
る
。
地
方

自
治
体
、
基
幹
病
院
の
グ
ル
ー

プ
、
更
に
大
学
病
院
と
協
力
し

運
営
、
管
理
さ
れ
た
救
急
搬

送
、
臨
床
実
習
、
教
育
、
専
門

治
療
及
び
研
究
の
高
度
な
シ
ス

テ
ム
は
ほ
か
に
比
す
べ
き
も
の

も
な
く
、
世
界
の
救
急
医
療
研

究
及
び
教
育
の
主
要
な
研
究
所

と
い
え
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｍ
の
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク

教
育
内
容
の
う
ち
特
筆
す
べ
き

は
病
院
実
習
で
あ
る
。
米
国
の

病
院
実
習
は
、
指
導
者
の
つ
く

も
の（
プ
リ
セ
プ
タ
ー
制
を
敷
く
も

の
）と
指
導
者
の
つ
か
な
い
も

の
が
混
在
し
て
お
り
、
こ
れ
も

今
後
わ
が
国
が
見
習
う
べ
き
点

で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｍ
に
お
け
る
パ
ラ
メ
デ

ィ
ッ
ク
の
教
育
は
九
ヶ
月
で
あ
る
。
ト
ー
タ
ル
九
ヶ
月
の

座
学
学
習
と
病
院
・
現
場
実
習
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
週

間
の
メ
ニ
ュ
ー
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
内
、
病

院
実
習
は
大
き
く
分
け
てC

linical1

とC
linical2

と
い

う
二
つ
の
期
間
に
分
け
ら
れ
る（
表
２
）。C

linical1

で
は

医
学
の
基
礎
的
な
こ
と
を
学
び
、C

linical2

で
は
臨
床
と

応
用
技
術
を
勉
強
す
る
。

わ
が
国
の
よ
う
に
一
定
期
間
内
に
実
習
に
行
く
の
で
は

な
く
、
座
学
講
義
を
行
っ
て
い
る
間
に
火
、木
、金
が
実
習

に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
の
利
点
は
座
学
講

義
と
実
習
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
得
ら
れ
た
知

識（
ナ
レ
ッ
ジ
）を
す
ぐ
に
実
技（
ス
キ
ル
）に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、病
院
で
見
た
実
技（
ス
キ
ル
）は
知
識（
ナ
レ
ッ

ジ
）に
よ
っ
て
裏
づ
け
を
得
や
す
い
こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
。

実
習
病
院
の
タ
イ
プ
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は
比
較
的

小
さ
な
病
院
で
八
時
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
行

っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
と
て
も
大
き
な
病
院
で
一
二
時

間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
い
る
。
病
院
に
は
実
習

生
の
評
価
を
す
る
実
習
専
門
の
専
属
看
護
師
が
い
る
。
実

習
生
は
、C

linical1

とC
linical2

と
に
分
か
れ
て
同
時

に
学
習
し
、
半
分
終
了
す
る
とC

linical1

はC
linical2

へ
、C

linical2

はC
linical1

へ
と
シ
フ
ト
す
る
方
法
で

あ
る
。

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
の
視
察
で
感
じ
た
こ
と
は
、
救
急
救

命
士
に
高
度
医
療
を
行
う
た
め
の
教
育
体
制
が
確
保
さ
れ

て
お
り
、
更
に
教
育
を
支
え
る
救
急
救
命
士
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
医
師
の
み
な
ら
ず
救
急
救
命
士
の
臨
床
指
導
者

の
育
成
が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
指
導
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
（e-learning

、双
方
向
性
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
、指
導
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）を
わ
が
国
に
も
設
置
す
る
こ

と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。
今
回
得
ら
れ
た
知
見
か
ら
今
後

の
あ
る
べ
き
体
制
を
示
す
。

３

わ
が
国
で
質
の
高
い
救
急
救
命
士
へ
の

医
学
教
育
と
臨
床
実
習
を
行
う
た
め
に

わ
が
国
で
も
全
国
各
地
で
救
急
救
命
士
の
病
院
実
習
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
円
滑
に
病
院
実
習
が

行
わ
れ
て
い
る
最
も
大
き
な
理
由
は
、
病
院
実
習
に
お
い

て
専
属
の
評
価
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
に
あ
る
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
附
属
ダ
ニ
エ
ル
フ
リ
ー
マ
ン

パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
校
で
は
病
院
実
習
用
評
価
表
を
用
い
て

実
習
生
の
評
価
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
評
価
表
は
病
院
実
習
で
行
っ
た
処
置
や
、
実
習
を

行
っ
て
い
る
救
急
救
命
士
を
、
病
院
看
護
師
、
あ
る
い
は

救
急
救
命
士
が
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
臨
床
で
の
問

診
、
患
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
仕
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
、
記
録
の
取
り
方
、
医
学
知
識
、
職
業
意
識

な
ど
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
病
院
で
は
日
々
、
研
修
医
の
み
な
ら
ず
医
学

生
、
看
護
学
生
、
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
等
の
研
修
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
同
資
格
取
得
者
が
実

習
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
救
急
救
命
士
を
評

価
す
る
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
が
医
師
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
す
べ
て
の
医
師
が
救
急
救
命
士
の
活
動

基
準
や
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
医
師
は
日
常
の
業
務
が
非
常
に
多
く
、
現
時
点
で

そ
こ
ま
で
手
が
及
ば
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
、
わ
が
国
で
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
米
国
の
よ
う
に
病
院
実
習
を
評
価
・
指
導
す
る
専
属

の
救
急
救
命
士
を
雇
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
救
急

救
命
士
は
消
防
に
所
属
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の

場
所
で
活
躍
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
病
院
で
あ

る
。
普
段
は
臨
床
に
立
ち
会
い
、
看
護
師
と
と
も
に
医
師

の
診
療
の
補
助
を
行
う
。
そ
し
て
、
病
院
実
習
で
は
、
看

護
師
研
修
の
な
か
で
の
プ
リ
セ
プ
タ
ー
制
度
と
同
様
に
、

救
急
救
命
士
や
標
準
課
程
等
の
病
院
実
習
が
行
わ
れ
て
い

る
と
き
は
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
し
て
指
導
や
評
価
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

現
在
の
日
本
は
高
齢
化
社
会
を
突
き
進
み
、
そ
れ
に
伴

う
救
急
疾
患
と
救
急
要
請
の
需
要
が
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
不
足
し
て
い
る
の
は
救
急
隊

だ
け
で
は
な
く
救
急
医
も
同
様
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
救

急
救
命
士
は
、
今
ま
で
以
上
に
病
院
内
に
お
い
て
医
療
と

い
う
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
、
医
療
従
事
者
と
し
て
医
療

を
支
え
る
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
今
回
調
査
を
担
当
し
て
く
れ

た
国
士
舘
大
学
大
学
院
救
急
救
命
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
生
諸

氏
に
誌
面
を
か
り
て
お
礼
を
述
べ
た
い
。

金

臨床実習

木

臨床実習

水

座学教育

火

臨床実習

月

座学教育

曜日

研修内容

Clinical 2

１６０時間／２０シフト

１３２時間／１８シフト

２９２時間／３８シフト

Clinical 1

１６０時間／２０シフト

１３４時間／１９シフト

２９４時間／３９シフト

救急車同乗実習

Ｅ Ｒ（病院）

合 計

表１ 基本的な一週間の研修内容

表２ ＣＥＭにおける臨床実習時間
病院における院内
コーディネーター
の待機室
画面で診療室の内容が把
握できる。
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は
じ
め
に

救
急
外
来
を
受
診
す
る
患
者
の
二
五
〜
五
〇
％
は
精
神

疾
患
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
、
精
神
科
医
療
の
構
造
が
変

化
（
急
激
な
精
神
科
病
床
の
減
少
）
す
る
に
伴
い
慢
性
期

統
合
失
調
症
症
例
、
社
会
文
化
的
変
化
か
ら
自
殺
関
連
行

動
に
密
接
な
気
分
障
害
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
西
洋
諸
国
で
は
病
院
に
お
け
る

救
急
医
療
部
門
で
の
精
神
疾
患
ト
リ
ア
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
の

研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
も
含
め
て
救
急
隊
員

が
簡
便
に
使
用
で
き
る
評
価
尺
度
は
検
討
さ
れ
て
い
な

い
。

症
例
１

「
二
〇
歳
代
の
男
性
が
川
の
真
ん
中
に
立
ち
尽
く
し
て

動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。」
と
通
行
人
か
ら
救
急
指
令
部
へ

通
報
が
入
っ
た
。�
一
般
的
な
救
急
事
案
と
は
違
う
不
思

議
さ
（
Ｐ
１
）�
を
覚
え
な
が
ら
現
場
に
出
動
し
た
と
こ

ろ
、
三
・
四
日
は
入
浴
も
し
て
い
な
い
、
髭
も
頭
髪
も
伸

び
き
っ
た
様
子
の�
脂
ぎ
っ
た
顔（
Ｐ
３
）�の
青
年
が
川
の

真
ん
中
に
立
っ
て
い
た
。
精
神
疾
患
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
な
が
ら
情
報
収
集
を
続
け
る
が
、
呆
然
と
し
た

表
情
で
視
線
も
合
わ
ず
、�
ぶ
つ
ぶ
つ
と
宙
に
向
か
っ
て

会
話
を
続
け
る
ば
か
り
（
Ｐ
１
）�
で
あ
っ
た
。
言
葉
に

よ
る
誘
導
を
繰
り
返
し
て
も
腕
を
振
り
払
っ
て
川
の
深
み

に
向
か
い
、�
協
力
し
て
行
動
を
行
う
こ
と
は
難
し
い（
Ｐ

２
）�
た
め
、
警
察
官
に
協
力
を
仰
ぎ
救
急
車
搬
送
を
行

っ
た
。
車
内
で
の
診
察
で
は
三
七
・
三
度
と
わ
ず
か
に
体

温
上
昇
を
認
め
、
項
部
硬
直
も
否
定
は
で
き
な
い
た
め
、

Japan
C
om
a
Scale

（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
）=I-1-R

,
Japan

E
m
er-

gency
P
sychiatry

Scale

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）＝

Ｐ
三
点
、

合
計
三（≧

二
）点
と
し
現
場
の
判
断
で
精
神
科
を
併
設
す

る
総
合
病
院
を
選
択
し
た
。
後
日
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
レ

コ
ー
ド
の
検
証
で
地
方
出
身
の
青
年
が
投
薬
治
療
中
断
に

よ
り
状
態
悪
化
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
統
合
失
調
症
）。

症
例
２

「
知
り
合
い
が
手
首
を
切
り
ま
し
た
。」
と
救
急
指
令

部
に
通
報
が
入
っ
た
。
現
場
に
到
着
す
る
と
二
〇
歳
代
の

男
女
二
人
が
待
ち
受
け
て
お
り
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
様
子
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
横
で
女
性
が
静
か
に
泣

き
続
け
て
い
た
。
男
性
か
ら
の
情
報
で
は
か
か
り
つ
け
の

心
療
内
科
が
あ
る
様
子
だ
が
、
本
人
は
�
何
も
語
ろ
う
と

せ
ず
（
Ａ
１
）�、
抵
抗
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
に
移
動
し
た
後
も
周
り
と
の
関
与
を
も
と
う
と
し

な
か
っ
た
（
Ａ
２
）。
基
本
的
な
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
は
問

題
な
く
、
や
が
て
�
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
聞
き
取
り
に
く
い

声
で
話
す
（
Ａ
３
）�
こ
と
に
は
「
死
ん
だ
ほ
う
が
よ
い

ん
で
す
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。�
頭
髪
は
金
髪
で
、
耳

介
や
口
唇
部
に
ピ
ア
ス
が
並
び
、
小
さ
な
刺
青
が
い
く
つ

も
認
め
ら
れ
�、か
な
り
飾
り
立
て
ら
れ
て
い
た（
Ｃ
３
）。

手
首
は
擦
過
傷
程
度
で
あ
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ＝

ク
リ
ア
、
Ｊ
Ｅ

Ｐ
Ｓ＝

Ｃ
一
点
、
Ａ
三
点
、
合
計
四
（≧

二
）
点
で
あ
る

た
め
、
精
神
科
拠
点
病
院
へ
連
絡
を
と
り
搬
送
と
な
っ

た
。
後
日
の
検
証
で
治
療
中
期
の
境
界
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
症
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

J
a
p
a
n
P
s
yc
h
ia
try

E
m
e
rg
e
n
c
y

S
c
a
le

国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
並
び
に
熊
本
大
学

医
学
部
付
属
病
院
こ
こ
ろ
の
診
療
科
は
熊
本
市
消
防
局
と

協
力
し
て
、
救
急
医
療
現
場
で
簡
便
に
使
用
で
き
る
精
神

科
疾
患
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
尺
度
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。

二
四
項
目
版
で
の
各
評
定
者
間
の
得
点
はP

earson

の

相
関
係
数
でr=

0.82

（P
<
0.001

）
と
良
好
で
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ

－

Ｉ
Ｖ
に
基
づ
く
精
神
疾
患
の
有
無
を
外
的
基
準
と
し
た

と
こ
ろM

an-W
hitney

の
Ｕ
検
定
で
良
好
に
判
別
で
き

た
（P

<
0.001

）。C
ut
off
index

=
1/2

に
て
感
度＝

七

九
・
一
二
％
・
特
異
度＝

九
〇
・
九
一
％
、C

ut
off
in-

dex=
3/4

に
て
感
度＝

六
八
・
七
五
％
・
特
異
度＝

九
五

・
四
五
％
と
な
る
た
め
、
二
〜
三
点
はP

ossible

�
可
能

救
急
に
関
す
る

調
査
研
究
助
成
事
業
完
了
報
告

救
急
医
療
に
お
け
る
精
神
科

疾
患
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
尺
度

の
開
発

J
a
p
a
n
E
m
e
rg
e
n
c
y

P
s
y
c
h
ia
try
S
c
a
le

橋
本

聡

熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病
院

こ
こ
ろ
の
診
療
科

渡
邊
健
次
郎

国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー

精
神
科

高
橋

毅

国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー

救
命
救
急
部
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性
が
あ
る
�、
四
点
以
上
はP

robable

�
お
そ
ら
く
あ
て

は
ま
る
�
と
考
え
ら
れ
た
。

統
計
的
に
処
理
を
行
い
作
成
し
た
六
項
目
短
縮
版
に
関

し
て
も
検
討
を
行
い
同
等
の
結
果
を
得
て
い
る
。
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
尺
度
と
し
て
感
度
を
あ
げ
る
た
め
、
多
数
例
で

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
「
Ｃ
１
不
適
当
な
言
葉
遣

い
」、「
Ｃ
２
易
怒
的
な
言
動
」、「
Ｃ
３
装
飾
品
（
体
表
・

衣
類
）」、「
Ａ
１
沈
黙
が
多
い
」、「
Ａ
２
動
き
が
少
な
い
」、

「
Ａ
３
抑
揚
が
な
い
話
し
方
」、「
Ｐ
１
理
解
し
が
た
い
発

生
状
況
」、「
Ｐ
２
主
張
が
強
く
業
務
が
進
ま
な
い
」、「
Ｐ

３
脂
ぎ
っ
た
顔
」
の
九
項
目
が
最
適
な
項
目
数
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
こ
れ
を
試
行
版
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
と
し
検
討

を
行
い
な
が
ら
、
二
点
�
可
能
性
が
あ
る
�、
三
点
以
上

�
お
そ
ら
く
あ
て
は
ま
る
�
と
し
て
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

現
場
で
使
用
し
て
い
る
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
と
今
後
の
課
題

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
現
場
活
動
経
験
が
四
年
以
上
と
な
る
救
急

救
命
士
を
対
象
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の

立
場
の
も
の
に
も
簡
便
に
使
え
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い

る
。
使
用
に
あ
た
っ
て
は
精
神
疾
患
の
知
識
、
実
地
的
な

理
解
（
精
神
保
健
福
祉
法
の
概
観
な
ど
）
を
深
め
る
た
め

の
講
習
（
一
〜
二
時
間
）
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
模
擬
患
者

を
利
用
し
た
得
点
付
け
の
訓
練
（
約
一
・
五
時
間
）
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。

当
然
で
あ
る
が
救
急
の
現
場
で
は
身
体
疾
患
第
一
の
原

則
が
あ
る
の
で
、
時
間
的
な
状
況
、
身
体
状
況
を
も
と
に

受
け
入
れ
施
設
を
考
慮
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
補
足
的

な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
救
急
医
療
の
現
場
活
動
に
は「
情
報
収
集
」、「
介

入
」
そ
し
て
「
搬
送
」
と
い
う
三
つ
の
段
階
が
想
定
さ
れ

る
も
の
の
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
に
て
改
善
が
図
れ
る
の
は
第
一
段

階
「
情
報
収
集
」
と
「
搬
送
」
と
な
り
、「
搬
送
」
に
関

す
る
施
設
側
要
因
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
問
題
ま
で
は

改
善
で
き
な
い
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
を
軸
と
し
た
医
療
体

制
の
再
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
少
し
ず
つ
、
改
善
の
努

力
を
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
と
め

日
々
、
責
任
の
重
く
な
る
救
急
隊
員
の
業
務
に
お
い
て

手
付
か
ず
の
問
題
が
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
の
が
精
神
科
疾

患
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
身
体
疾
患
に
並
存
す
る
も
の

ま
で
含
め
れ
ば
精
神
疾
患
が
占
め
る
比
率
は
決
し
て
少
な

く
な
い
の
が
事
実
で
あ
る
。
今
後
は
、
救
急
隊
員
が
そ
の

実
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
や
Ｊ
Ｃ
Ｓ

・
Ｇ
Ｃ
Ｓ
な
ど
の
評
価
尺
度
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
な

取
り
組
み
を
標
準
化
し
、
そ
れ
を
支
え
る
医
療
機
関
側
の

努
力
（
総
合
病
院
並
び
に
精
神
科
拠
点
病
院
な
ど
）、
政

府
の
大
局
的
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Japan Emergency Psychiatry Scale（９－items）

※認知症（□有 □無）

□精神運動興奮状態

Ｃ１「不適当な言葉遣い」

Ｃ２「易怒的な言動」

Ｃ３「装飾品（体表・衣類）」

Ａ１「沈黙が多い」

Ａ２「動きが少ない」

Ａ３「抑揚がない話し方」

Ｐ１「理解しがたい発生状況」

Ｐ２「主張が強く業務が進まない」

Ｐ３「脂ぎった顔」

Ｃ：Ｃ軸はキャラクター関連項目となります。“華々しく周りを巻き込む”

行動パターンを取る方たちです。劇的で感情的、移ろ気に見える方たちで

すが、パーソナリティ障害と診断された場合、一般人口の１４．７倍の自殺既

遂率があり、ＤＳＭ－ＩＶによるＩ軸疾患を併存すると３４６倍のリスクが

あります。精神科の治療契約遵守が重要です。

Ａ：Ａ軸は“元気がないか、反応性に乏しい”群となります。うつ病などの

気分障害でこうなる場合もありますし、統合失調症慢性期の方で疎通の難

しい方も含まれます。活力のなさは前者、周囲への興味の薄そうな様子は

後者を考えさせます。

Ｐ：Ｐ軸は“周りが戸惑い疎通が取りにくい”群となります。統合失調症の

初発期、再燃期など前頭葉機能の低下から、統制されたまとまった行動が

難しくなっている状態です。キーパーソンを見つけること、安心感を提供

しながら早めの対応が必要となります。

※飲酒（□有 □無）

□自殺関連行動
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は
じ
め
に

救
急
活
動
中
の
血
圧
計
は
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
知
る

上
で
、
重
要
な
観
察
資
機
材
で
あ
る
。
内
因
性
疾
患
は
も

と
よ
り
外
傷
傷
病
者
に
対
し
て
血
圧
測
定
を
実
施
し
て
い

る
�
。
感
染
対
策
は
救
急
隊
自
身
が
感
染
防
御
に
注
意
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
�
、
傷
病
者
か
ら
傷
病
者
へ
の

接
触
予
防
策
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
汚
染
し

た
資
機
材
の
洗
浄
・
乾
燥
・
消
毒
は
、
救
急
隊
の
負
担
や

不
安
と
な
っ
て
い
る
�
�
。
さ
ら
に
複
数
の
外
傷
傷
病
者

が
発
生
し
た
現
場
で
は
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
（
以
下

「
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
」）
を
介
し
て
の
接
触
感
染
を
否
定
で
き

ず
、
救
急
隊
は
常
に
複
数
の
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
装
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
血
圧
計
は
、
健
常
な
皮
膚
に
接
触
す
る
ノ

ン
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
機
材
で
あ
る
た
め
日
常
的
な
洗
浄
清

拭
で
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
救
急
現
場
に
お
い
て
、
感

染
症
の
有
無
の
特
定
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
次
の
出
場

に
際
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
綿
で
の
消
毒
や
洗
浄
を
実
施
し
て

い
る
。
汚
染
し
た
血
圧
計
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
洗

浄
す
る
こ
と
で
、
カ
バ
ー
の
縮
み
や
綿
ス
ラ
イ
ド
フ
ァ
ス

ナ
ー
部
（
ベ
ロ
ク
ロ
テ
ー
プ
）
の
密
着
性
が
弱
く
な
る
な

ど
資
機
材
の
管
理
に
も
十
分
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
通
常
の
救
急
活
動
に
お
い
て

の
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
汚
染
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
消
毒
等
の
作
業
の
軽
減
と
複
数
傷
病
者
現
場
で
の
接

触
感
染
の
防
止
に
向
け
て
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
・
マ
ン
シ

ェ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
（
以
下
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
）

を
作
製
し
、
評
価
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

１

マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
の
生
菌
数
調
査

通
常
救
急
活
動
で
使
用
し
て
い
る
布
製
の
マ
ン
シ
ェ
ッ

ト
を
次
の
三
状
況
下
に
お
い
て
、
そ
の
生
菌
数
の
調
査
を

北
里
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
行
っ
た
。

�

使
用
ご
と
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
し
て
一
〇
日

間
使
用
し
た
布
製
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト

�

使
用
ご
と
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
し
て
一
日
使

用
し
た
布
製
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト

�

一
名
の
傷
病
者
に
使
用
し
た
布
製
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト

（
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
し
）

結

果
（
表
１
）

マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
生
菌
数
は
、
一
〇

日
間
使
用
し
た
場
合
は
三
二
、
〇
〇
〇

Ｃ
Ｆ
Ｕ
、
一
日
使
用
の
場
合
は
一
六
、

〇
〇
〇
Ｃ
Ｆ
Ｕ
、一
人
の
場
合
は
三
、

四
〇
〇
Ｃ
Ｆ
Ｕ
で
あ
り
検
出
さ
れ
た
菌

の
ほ
と
ん
ど
が
枯
草
菌
で
あ
っ
た
。

考

察
以
上
の
結
果
か
ら
、
布
製
の
マ
ン
シ

ェ
ッ
ト
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
で
は
十
分

で
は
な
く
、
定
期
的
な
洗
濯
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、

消
毒
や
洗
濯
に
よ
る
業
務
が
軽
減
で
き

る
よ
う
に
、
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ

ト
を
使
用
す
る
こ
と
が
、
感
染
予
防
の

点
か
ら
も
効
率
的
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

２

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
の
作
製

感
染
対
策
及
び
消
毒
等
の
業
務
軽
減
と
、
傷
病
者
間
の

接
触
感
染
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
簡
便
に
交
換
で
き
る

デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
作
製
し
た
。
期
間：
平
成

一
七
年
七
月
〜
平
成
一
七
年
一
〇
月

結

果
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
作
製
は
、
試
作
品
づ
く

り
を
十
回
繰
り
返
し
完
成
し
た
。
血
液
汚
染
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
に
撥
水
性
が
あ
る
こ
と
、
よ
り
簡
便
に
交
換
で

き
る
こ
と
、
救
急
活
動
時
に
文
字
が
書
き
込
め
る
も
の
を

含
め
て
作
製
し
、
図
１
が
完
成
し
た
。

３

試
作
し
た
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
・
マ
ン

シ
ェ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
の
使
用
評
価

試
作
し
た
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
、
救
急
活
動

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
を
評
価
し
た
。

�

調
査
方
法

調
査
は
Ａ
市
消
防
本
部
並
び
に
六
消
防
署
（
分
署
）
の

救
急
隊
に
協
力
を
依
頼
し
、
救
急
活
動
中
に
使
用
す
る
携

帯
用
及
び
救
急
車
内
用
の
血
圧
計
に
、
試
作
し
た
デ
ィ
ス

ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
使
用
し
て
も
ら
っ
た
。

�

デ
ー
タ
収
集

デ
ー
タ
収
集
の
た
め
、
Ａ
市
消
防
本
部
六
消
防
署
（
分

救
急
に
関
す
る

調
査
研
究
助
成
事
業
完
了
報
告

ジョイント方式とし、傷病
者ごとに取りつけ可能。

マンシェット・カバー開き防止に綿スライ
ドファスナーではなく、リボン式とした。

マンシェット・
カバーの素材を
薄手の物に変更
した。

救急隊員ごとへのアンケート

①ディスポ・マンシェットの廃棄の有無と理由

②ディスポ・マンシェットの必要性

③帰署後の労力の軽減の有無

④マンシェットへの文字の書き込みの有無

救急隊ごとへのアンケート

①救急種別

②主として使用した血圧計の種類（携帯、車載）

③マンシェットの特性に関すること
・素材 ・装着感 ・撥水性 ・文字

コロニー
（ＣＦＵ）

３２，０００

１６，０００

３，４００

アルコール
消 毒

有

有

無

使用状況

１０日間

１日

１人

マンシェット・
カ バ ー

Ａ

Ｂ

Ｃ

救
急
活
動
に
お
け
る
血
圧
計
マ
ン

シ
ェ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
に
関
す
る
研
究

―
感
染
対
策
に
向
け
た
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
・

マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
の
作
製
と
評
価
―

関
根
和
弘
�
�

飯
野
光
雄
�
�

風
見

明
�
�

染
谷
伸
一
�
�

大
塚
祐
介
�
�

洞
口
茂
樹
�
�

小
山
尚
也
�
�

�
野
田
市
消
防
本
部

�
小
張
総
合
病
院
救
急
医
療
科

�
野
田
市
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
会

表１ 血圧計マンシェット・カバーの生菌数

表２ 救急隊出動ごと、救急隊員ごとへのアンケート調査内容

図１ 試作１０番目

32第１７号救急救命



署
）
の
救
急
隊
の
出
動
ご
と
及
び
救
急
隊
員
個
々
人
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

�

デ
ー
タ
収
集
期
間

デ
ー
タ
収
集
期
間
は
、
平
成
一
七
年
一
一
月
一
日
〜
平

成
一
七
年
一
二
月
三
一
日
の
二
ヶ
月
で
あ
っ
た
。

�

結
果

①

救
急
活
動
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

平
成
一
七
年
一
一
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
一
二
月
三

一
日
ま
で
の
救
急
出
場
の
う
ち
、
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ

ッ
ト
で
血
圧
測
定
が
実
施
さ
れ
た
七
七
一
件
を
検
討
し

た
。
救
急
種
別
は
、
急
病
四
七
一
件
、
交
通
事
故
一
二
八

件
、
一
般
負
傷
七
八
件
、
労
働
災
害
事
故
一
〇
件
、
そ
の

他
（
転
院
搬
送
含
む
。）
八
四
件
で
あ
っ
た
。
救
急
活
動

時
に
主
と
し
て
使
用
し
た
血
圧
計
は
、
車
載
血
圧
計
が
七

一
九
件
で
あ
り
携
帯
血
圧
計
使
用
が
三
七
件
、
そ
の
他
が

八
件
、
回
答
な
し
が
七
件
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン

シ
ェ
ッ
ト
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
素
材
と
し
て
「
適
し
て

い
る
」
が
七
六
五
件
、「
適
し
て
い
な
い
」
が
三
件
、
未

回
答
が
三
件
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を

装
着
し
て
「
傷
病
者
か
ら
何
か
言
わ
れ
た
」
が
一
件
、「
顔

を
し
か
め
た
」
が
五
件
、「
何
も
な
か
っ
た
」
が
七
六
〇

件
、
回
答
な
し
が
五
件
で
あ
っ
た
。
撥
水
性
に
つ
い
て
は

「
今
回
の
救
急
出
場
で
は
撥
水
性
の
必
要
が
あ
っ
た
」
が

一
七
八
件
で
、「
必
要
が
な
か
っ
た
」
が
五
九
三
件
で
あ

っ
た
。
撥
水
性
の
必
要
が
あ
る
と
回
答
し
た
一
七
八
件
の

う
ち
、「
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
撥
水
性
は
必
要

が
あ
る
」
と
回
答
し
た
も
の
が
五
九
件
、「
必
要
な
し
」

が
一
一
四
件
、
未
回
答
が
五
件
で
あ
っ
た
。
救
急
活
動
時

に
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
に
文
字
を
書
き
込
ん
だ
者
は
、
二
件
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
複
数
の
外
傷
傷
病
者
現
場
で
の
使
用
に

関
す
る
結
果
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

②

救
急
隊
員
個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

次
に
救
急
隊
個
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
七
八

名
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
（
回
収
率
一
〇
〇
％
）。
デ
ィ

ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
廃
棄
し
た
経
験
者
は
四
七
名

（
六
〇
・
二
％
）
で
あ
り
、
廃
棄
理
由
と
し
て
は
「
汚
れ

が
あ
っ
た
」
が
三
三
名
、「
血
液
汚
染
」
が
二
二
名
、「
嘔

吐
物
」
が
一
四
名
、「
汗
」
が
一
名
、「
そ
の
他
」
が
四
名

で
、
そ
の
他
の
内
容
は
便
汚
染
や
破
損
で
あ
っ
た（
図
２
、

複
数
回
答
）。
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
導
入
に
よ

り
「
救
急
出
場
後
の
労
力
が
軽
減
し
た
」
と
答
え
た
者
が

七
〇
名（
八
九
・
七
％
）、「
労

力
が
変
わ
ら
な
い
」
が
八
名

（
一
〇
・
三
％
）で
あ
っ
た
。

デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト

の
詰
め
替
え
時
間
は
「
従
来

の
布
製
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
よ
り

も
早
く
な
っ
た
」
が
五
六
名

（
七
一
・
八
％
）、「
変
化
な

し
」
が
二
二
名
（
二
八
・
二

％
）
で
あ
り
、「
遅
く
な
っ

た
」
と
答
え
た
も
の
は
な

く
、「
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ

ェ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
」
と

七
八
名
全
員
が
答
え
た
。「
デ

ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
へ
文
字
を
書
き
込
ん
だ
」者
は
、

七
名
（
九
・
〇
％
）
で
あ
り
、「
書
き
込
ま
な
か
っ
た
」が

七
一
名
（
九
一
％
）
で
あ
っ
た
。
書
き
込
ん
だ
内
容
は
「
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
」
が
二
名
、「
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ

ト
を
交
換
し
た
日
」
が
五
名
で
あ
っ
た
。
書
き
込
み
を
し

な
い
理
由
と
し
て
、
患
者
の
腕
に
巻
い
て
あ
る
も
の
に
直

接
ペ
ン
で
書
き
込
む
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
、
走
行
中
で
揺

れ
て
い
る
車
内
で
は
書
き
込
み
が
で
き
な
い
、
書
き
込
む

習
慣
が
な
い
、
財
政
的
な
問
題
が
気
に
な
る
、
白
色
な
の

で
汚
す
感
覚
に
な
る
で
あ
っ
た
。

考

察
救
急
活
動
に
お
い
て
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
導

入
し
た
結
果
、
救
急
出
場
後
の
労
力
が
軽
減
し
た
と
八
九

・
七
％
の
救
急
隊
員
が
答
え
て
お
り
、
ま
た
救
急
隊
員
七

八
名
全
員
が
、
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
が
必
要
で
あ

る
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト

は
、
交
換
す
る
だ
け
で
洗
浄
、
消
毒
の
必
要
が
な
く
労
力

の
軽
減
に
な
り
、
更
に
感
染
対
策
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
交
換
に
お
い
て
も
詰
め
替
え
が
速
く
な
っ
た

者
が
七
一
・
八
％
を
占
め
て
お
り
、
よ
り
業
務
時
間
が
軽

減
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
複
数
傷
病
者
の
対
応
現
場
で
の
評
価
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
し
て
い
く
な
か

で
、
傷
病
者
間
の
感
染
を
防
止
し
、
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
に
測

定
値
や
測
定
時
刻
を
記
載
す
る
こ
と
で
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
変
化
を
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

何
度
も
観
察
を
行
う
な
ど
の
非
効
率
的
な
行
動
を
防
止
す

る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
研
究
は
、
デ

ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
交
換
時
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

費
用
に
関
す
る
こ
と
、
複
数
傷
病
者
の
対
応
現
場
で
の
使

用
に
関
す
る
検
討
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ま
と
め

�

布
製
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
消
毒

で
は
完
全
に
は
除
菌
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。

�

デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
は
、
救
急
隊
の
消
毒
、

洗
浄
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

デ
ィ
ス
ポ
・
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
感
染

時
に
は
速
や
か
に
交
換
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

�

複
数
傷
病
者
の
対
応
現
場
に
お
い
て
、
傷
病
者
間
の

感
染
防
止
と
効
率
的
な
ト
リ
ア
ー
ジ
に
貢
献
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
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一

教
育
訓
練
事
業

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を
対
象
と
し

て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た

め
、
東
京
研
修
所
及
び
九
州
研
修
所
に
お
い
て
次
の
と
お
り
研

修
を
実
施
し
た
。

前
期
（
東
京
研
修
所
第
二
八
期
及
び
九
州
研
修
所
第
二
一

期
）
の
研
修
は
、
平
成
一
七
年
四
月
五
日
か
ら
九
月
二
六
日
ま

で
の
六
ヶ
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修
所
に
三
〇
〇

人
、
九
州
研
修
所
に
二
〇
〇
人
が
入
学
し
、
東
京
研
修
所
は
三

〇
〇
人
、
九
州
研
修
所
は
一
九
七
人
が
卒
業
し
た
。

後
期
（
東
京
研
修
所
第
二
九
期
及
び
九
州
研
修
所
第
二
二

期
）
の
研
修
は
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
四
日
か
ら
平
成
一
八
年

三
月
二
二
日
ま
で
の
六
ヶ
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研

修
所
に
三
〇
〇
人
、
九
州
研
修
所
に
二
〇
〇
人
が
入
学
し
、
東

京
研
修
所
は
三
〇
〇
人
、
九
州
研
修
所
は
一
九
九
人
が
卒
業
し

た
。研

修
に
お
い
て
は
、
高
度
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
に
必
要

な
専
門
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
に
つ
い
て
講
義
を
中
心
と
し

た
授
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
臨
地
実
習
と
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
模
擬
実
習
）、
臨
床
実
習
（
病
院
実
習
）
及
び
救
急
自
動

車
同
乗
実
習
を
行
っ
た
。こ
の
う
ち
、臨
床
実
習
に
お
い
て
は
、

一
八
○
の
医
療
機
関
（
四
七
都
道
府
県
）
に
研
修
生
を
派
遣
し

た
。国

家
試
験
の
結
果
（
現
役
の
み
）
に
つ
い
て
は
、
前
期
は
東

京
研
修
所
が
三
〇
〇
人
、
九
州
研
修
所
が
一
九
七
人
合
格
し
、

後
期
は
東
京
研
修
所
が
二
九
九
人
、
九
州
研
修
所
が
一
九
八
人

合
格
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
研
修
所
の
卒
業
生
で
国
家
試
験

に
合
格
し
た
者
（
再
受
験
者
を
含
む
。）
は
、
第
一
期
か
ら
の

合
計
で
、
一
一
、
二
二
三
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
薬
剤
投
与
が
実
施
可
能
な
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る

た
め
、
既
資
格
取
得
者
一
一
○
人
に
対
し
て
、
一
一
月
一
日
か

ら
一
二
月
八
日
ま
で
の
間
、
九
州
研
修
所
に
お
い
て
先
行
的
に

追
加
講
習
を
実
施
し
た
。

二

調
査
研
究
事
業

�

救
急
業
務
先
進
国
に
お
け
る
救
急
制
度
に
関
す

る
調
査
研
究

平
成
一
七
年
一
〇
月
八
日
か
ら
一
〇
月
一
六
日
ま
で
の
八

日
間
、
坂
本
哲
也
帝
京
大
学
医
学
部
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
教

授
を
中
心
と
し
た
調
査
団
を
編
成
し
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ

ン
、
ボ
ル
チ
モ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
、
救
急
需

要
対
策
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
普
及
の
現
状
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
体
制
の
整
備
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

�

救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研

究
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
関
わ
る
救
急
業
務
及

び
救
急
医
療
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
平
成
一
七
年
度

は
二
件
の
研
究
を
行
っ
た
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
の
課
題
等
検
討
委
員
会
」

（
委
員
長：

山
本
保
博
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
科
主
任
教

授
）
に
お
い
て
、
研
究
課
題
を
決
定
し
、
一
件
は
「
災
害
時

等
に
お
け
る
救
急
救
命
士
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
」
を

日
本
医
科
大
学
へ
、
も
う
一
件
は
「
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
の
活

用
に
関
す
る
研
究
」
を
札
幌
市
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
研
究
会
へ

そ
れ
ぞ
れ
研
究
委
託
し
た
。

�

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

全
国
の
救
急
隊
員
等
を
対
象
と
し
て
、
実
務
的
な
観
点
か

ら
の
研
究
発
表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
、
救
急
業
務

の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
一
四
回

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、「
救
命
の
流
れ

よ

り
確
か
な
も
の
へ

〜
新
潟
か
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ
救
命
の
架

け
橋
〜
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
一
八
年
一
月
二

六
日
・
二
七
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
新
潟
市
消
防
局
・
新

潟
県
消
防
長
会
と
共
同
で
、
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（
朱
鷺
メ
ッ
セ
）
で
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
二
、
七
三
四

名
の
救
急
隊
員
等
が
参
加
し
た
。「
我
が
国
の
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
」
を
テ
ー
マ
に
、
有
賀
徹
昭
和
大
学
医

学
部
教
授
を
座
長
と
し
た
特
別
討
論
の
ほ
か
、
畑
中
哲
生
救

急
救
命
九
州
研
修
所
教
授
か
ら
「
心
肺
蘇
生
法
は
ど
う
変
わ

る
か
〜
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
二
〇
〇
五
の
紹
介
〜
」
と
題
し
た
特
別

講
演
や
、
宇
都
木
東
海
大
学
法
科
大
学
院
教
授
か
ら
「
救
急

業
務
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
個
人
情
報
の
取
扱

い
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
教
育
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

大
規
模
災
害
等
に
対
応
し
、
参
加
者
が
想
定
事
故
を
基
に
図

上
訓
練
す
る
場
と
し
て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
「
集
団

救
急
災
害
へ
の
取
組
み
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
Ｊ
Ｒ
福
知

山
線
列
車
脱
線
転
覆
事
故
の
対
応
」
な
ど
の
事
例
発
表
が
行

わ
れ
る
な
ど
活
発
な
討
議
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

�

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
救
急

業
務
等
に
関
す
る
先
進
的
な
調
査
研
究
事
業
を
実
施
し
て
い

る
団
体
に
対
し
て
研
究
助
成
を
行
っ
た
。

助
成
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
助
成
審
査
委
員
会
」（
委
員
長：

島
崎
修
次
杏
林
大
学

医
学
部
救
急
医
学
教
室
教
授
）
の
審
査
に
よ
り
、
次
の
七
団

体
を
決
定
し
た
。

〔
助
成
団
体
〕

○
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
環
境
応
答
医
学
講
座

石
井

昇

「
ウ
ツ
タ
イ
ン
調
査
に
お
け
る
死
因
と
監
察
医
制
度
に
よ

る
解
剖
所
見
の
比
較
」

○
国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー

宮
崎

久
義

「
救
急
医
療
の
現
場
で
簡
易
か
つ
客
観
的
に
使
用
可
能
な

精
神
科
重
症
度
評
価
尺
度
の
開
発
」

○
宮
崎
大
学
医
学
部
看
護
学
科

古
家

明
子

「
教
職
課
程
の
大
学
生
へ
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
教
育
に

財
団
法
人

救
急
振
興
財
団

平
成
一
七
年
度
事
業
報
告
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区

分

開

催

日

議

案

書
面
表
決

平
成
１７
年

４
月
１４
日

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

第

３６

回

平
成
１７
年

６
月
２８
日

①
平
成
１６
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

②
平
成
１６
年
度
決
算
報
告
に
つ

い
て

等

書
面
表
決

平
成
１８
年

１
月
４
日

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

第

３７

回

平
成
１８
年

３
月
１４
日

①
平
成
１７
年
度
補
正
予
算（
案
）

に
つ
い
て

②
平
成
１８
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て

③
平
成
１８
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

等

区

分

開

催

日

議

案

第

３０

回

平
成
１７
年

６
月
２７
日

①
平
成
１６
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

②
平
成
１６
年
度
決
算
報
告
に
つ

い
て

書
面
表
決

平
成
１７
年

７
月
２９
日

①
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

②
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

第

３１

回

平
成
１８
年

３
月
１３
日

①
平
成
１７
年
度
補
正
予
算（
案
）

に
つ
い
て

②
平
成
１８
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て

③
平
成
１８
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

つ
い
て
の
効
果
的
・
実
践
的
方
法
に
関
す
る
教
授
法
の
開

発
」

○
国
士
舘
大
学
大
学
院

田
中

秀
治

「
日
米
に
お
け
る
薬
剤
投
与
教
育
体
制
の
差
異
に
つ
い
て

の
研
究
」

○
奈
良
県
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

奥
地

一
夫

「
奈
良
県
に
お
け
る
院
外
心
停
止
事
例
の
検
討
」

○
島
根
県
出
雲
市
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
会

安
田

康
晴

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
救
急
標
準
教
育
教
材
の
作

成
」

○
野
田
市
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
会

関
根

和
弘

「
血
圧
計
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
必
要

性
、
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
へ
の
直
接
記
載
の
利
点
の
調
査
」

三

普
及
啓
発
・
広
報
事
業

�

広
報
事
業

①

財
団
機
関
誌
発
行
事
業

財
団
の
諸
事
業
及
び
活
動
内
容
を
広
く
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
救
急
に
関
す
る
情
報
等
を
幅
広
く
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
消
防
機

関
及
び
医
療
機
関
と
の
連
携
の
強
化
に
資
す
る
た
め
、
機

関
誌
「
救
急
救
命
」
を
定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
。

平
成
一
七
年
度
は
、
第
一
四
号
を
平
成
一
七
年
五
月
、

第
一
五
号
を
平
成
一
七
年
一
一
月
に
各
七
、
〇
〇
〇
部
発

行
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

②

「
救
急
の
日
」
出
展
に
よ
る
財
団
紹
介
広
報
事
業

平
成
一
七
年
九
月
八
日
か
ら
一
〇
日
の
間
、
Ｊ
Ｒ
東
京

駅
丸
の
内
北
口
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
「
救
急
の
日
二
〇
〇

五
」
の
行
事
に
お
い
て
、
当
財
団
の
事
業
及
び
活
動
を
広

く
国
民
に
広
報
す
る
た
め
、
事
業
活
動
パ
ネ
ル
を
出
展
し

た
。

�

応
急
手
当
等
普
及
啓
発
資
器
材
等
の
支
援
事
業

①

心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
及
び
応
急
手
当
講

習
用
テ
キ
ス
ト
等
の
寄
贈

消
防
機
関
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
普
及
啓
発
の
講
習
会
で
使
用
す
る
「
心
肺
蘇

生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
」、

「
応
急
手
当
講
習
テ
キ
ス
ト
」
及
び
「
応
急
手
当
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
付
感
染
防
止
用
シ
ー
ル
ド
」
を
一
二
五
団
体
に
寄

贈
し
た
。

②

救
急
普
及
啓
発
広
報
車
の
寄
贈

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、「
救

急
普
及
啓
発
広
報
車
」
を
製
作
し
、
二
団
体
（
東
京
消
防

庁
、
栃
木
県
日
光
地
区
消
防
組
合
）
に
寄
贈
し
た
。

③

「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
付

救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
肺
蘇
生
法
を
中
心
と

し
た
適
切
な
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推
進
を
図
る
た

め
、「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
約
八
〇
、
〇
〇
〇
枚

作
成
し
、
医
療
機
関
、
都
道
府
県
消
防
主
管
課
及
び
消
防

本
部
等
に
配
付
し
た
。

�

応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

救
命
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
住
民

組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す
る
応
急
手
当
の

講
習
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

平
成
一
七
年
度
は
、
地
域
の
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る「
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」

を
通
じ
て
、
応
急
手
当
の
普
及
実
践
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
と
し
、
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
へ
の
委
託
に
よ

り
、全
国
二
〇
地
域
で
応
急
手
当
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、一
、

九
六
六
人
の
普
通
救
命
講
習
修
了
者
が
養
成
さ
れ
た
。

四

救
急
体
制
強
化
事
業

既
に
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
消
防
職
員
を
対
象
と
し

て
、
各
地
域
で
急
ぎ
実
施
さ
れ
る
気
管
挿
管
に
係
る
追
加
講
習

事
業
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、
全
国
で
一
、
九
四
○

人
（
五
四
回
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
講
習
実
施
経
費
の
一
部
に

つ
い
て
助
成
し
た
。

五

救
急
基
金
事
業

住
民
か
ら
の
広
範
な
寄
付
に
よ
り
造
成
さ
れ
て
い
る
救
急
基

金
の
運
用
益
を
活
用
し
、
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

一
体
、
応
急
手
当
講
習
テ
キ
ス
ト
五
〇
〇
冊
を
諏
訪
広
域
消
防

本
部
及
び
熊
本
県
消
防
学
校
の
二
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し

た
。

六

そ
の
他

�

理
事
会
の
開
催

�

評
議
員
会
の
開
催
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三
万
三
、四
〇
八
件
。こ
れ
は
平
成
一
六
年
度
に

全
国
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
児
童
虐
待
の

相
談
件
数
で
、平
成
二
年
度
に
比
べ
約
三
〇
倍
の

数
字
で
す
。ま
た
、子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪

や
事
故
も
後
を
絶
た
ず
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
わ
が

国
の
現
状
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
ほ
ど
深
刻
で
す
。

今
回
本
誌
で
も
、
子
ど
も
に
関
わ
る
記
事
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
救
急
と
基
礎
医
学
講
座
の
中
で
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
我
々
救
急
隊
員
も
子
ど
も
の

命
に
関
わ
る
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
「
小
さ
な

人
た
ち
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
（
子

ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
い
ち
）
元
理

事
長
の
祖
父
江
文
宏
氏
（
故
人
）
の
講
演
を
思
い

出
し
ま
す
。
子
ど
も
は
小
さ
い
け
れ
ど
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
人
権
・
人
格
を
持
っ
た
「
人
」
で
あ

る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
考
え
て
い
く
と
、
解
決
の
糸
口
が
少
し
は
つ

か
め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
小
さ
な
人
た
ち
」＝

子
ど
も
た
ち
の
お

か
れ
て
い
る
現
状
に
対
し
て
、
救
急
隊
員
と
し
て

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
Ｋ
・
Ｔ
）
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皆様から寄せられた寄付金は、
応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。

救急基金箱は消防本部などに設置されていますが、�
�お問い合わせは�救急振興財団事務局総務課にお願いします。

�
�

財団法人 救急振興財団

１分１秒を争う、いのちのために
活かします、あなたの思いやり「救急基金」

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団

救
急
救
命
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巻
第
１７
号

平
成
１８
年
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月
３０
日
発
行
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